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殷
墟
を
め
ぐ
る
日
中
関
係
｜

近
代
日
本
と
民
国
学
術
史
（
一
）｜

吉

開

将

人

は
じ
め
に

一
、
研
究
動
向
と
問
題
の
所
在

二
、
近
代
日
本
学
術
界
と
殷
墟
問
題

⑴
東
京
帝
国
大
学

⑵
京
都
帝
国
大
学

⑶
大
正
日
本
の
「
殷
墟
ブ
ー
ム
」
｜

東
京
と
京
都
の
あ
い
だ

⑷
パ
ト
ロ
ン
の
誕
生
｜

侯
爵
細
川
護
立

⑸
小
結

﹇
以
上
、
本
篇
﹈

三
、
殷
墟
発
掘
へ
と
至
る
道

﹇
以
下
、
続
篇
﹈

⑴
林
・
諸
橋
か
ら
の
伏
流
｜

パ
ト
ロ
ン
細
川
侯
爵
と
外
交
官
瀬
川
浅
之
進
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⑵「
対
支
文
化
事
業
」
と
殷
墟
発
掘
構
想

⑶「
東
亜
考
古
学
会
」
と
「
東
方
考
古
学
協
会
」

⑷
北
京
学
術
界
に
お
け
る
「
親
日
」
派
の
優
勢

四
、
風
向
き
の
変
化
｜

中
国
考
古
学
を
め
ぐ
る
国
際
環
境

⑴
多
国
間
競
争
の
中
の
考
古
事
業

⑵
国
際
共
同
調
査
の
摩
擦
と
風
評

⑶
東
方
考
古
学
協
会
と
殷
墟
発
掘
計
画

⑷
日
中
間
の
摩
擦
と
計
画
の
頓
挫

五
、
史
語
所
の
興
起
と
東
方
考
古
学
協
会
｜

馬
衡
・
董
作
賓
と
傅
斯
年

六
、
東
方
考
古
学
協
会
の
夢
と
挫
折
｜

殷
墟
の
代
替
と
し
て
の
燕
下
都

七
、
ま
と
め

八
、
余
論
｜

誤
伝
と
し
て
の
東
京
帝
大
「
殷
墟
発
掘
」
説

は
じ
め
に

中
国
に
は
膨
大
な
歴
史
文
献
が
文
化
遺
産
と
し
て
残
さ
れ
て
き
た
が
、
近
代
を
迎
え
、
そ
れ
ら「
国
粋
」へ
の
関
心
が
一
時
的
に
弱
ま
っ

殷
墟
を
め
ぐ
る
日
中
関
係
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た
。
そ
れ
を
再
び
価
値
あ
る
も
の
と
し
て
中
国
社
会
に
広
く
示
す
役
割
を
果
た
し
た
の
は
、
清
末
か
ら
中
華
民
国
（
以
下
「
民
国
」）
期
に

か
け
て
の
数
々
の
考
古
学
的
発
見
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
今
日
に
お
い
て
、
歴
史
を
塗
り
替
え
た
こ
と
に
注
目
す
る
議
論
は
盛
ん
だ
が
、

そ
れ
ら
の
発
見
が
な
さ
れ
て
成
果
と
し
て
評
価
が
確
定
す
る
ま
で
に
、
い
か
な
る
展
開
と
背
景
と
が
あ
り
、
そ
こ
に
ど
の
よ
う
な
思
想
や

制
度
が
作
用
し
た
の
か
、
と
い
う
点
に
注
目
す
る
者
は
数
少
な
い
。
西
欧
近
代
に
お
い
て
進
化
論
を
背
景
に
形
成
さ
れ
た
考
古
学
と
い
う

近
代
学
術
が
、
進
化
論
と
は
異
な
る
歴
史
思
想
を
正
統
と
し
続
け
て
い
た
中
国
社
会
に
、
い
か
に
し
て
受
容
さ
れ
、
中
国
特
有
の
文
化
的

脈
絡
の
中
に
位
置
付
け
を
与
え
ら
れ
、
独
自
の
成
果
を
上
げ
た
の
か
。
そ
の
過
程
に
は
、
近
代
中
国
を
取
り
巻
い
た
様
々
な
歴
史
的
事
象

が
影
響
を
及
ぼ
し
て
お
り
、
そ
れ
は
民
国
史
を
研
究
す
る
上
で
一
つ
の
重
要
な
切
り
口
と
な
る
。

考
古
学
の
中
国
社
会
へ
の
影
響
を
見
る
上
で
、
最
も
興
味
深
い
事
例
は
、
卜
辞
（
以
下
「
甲
骨
文
」）
を
刻
ん
だ
甲
骨
（
以
下
「
殷
墟
甲

骨
」）
の
発
見
と
、
そ
の
出
土
地
と
し
て
の
殷
墟
遺
跡
（
以
下
「
殷
墟
」）
発
掘
を
め
ぐ
る
展
開
で
あ
る
。
河
南
省
安
陽
の
殷
墟
は
、
今
日
、

殷
墟
甲
骨
の
出
土
地
、
そ
し
て
古
代
殷
王
朝
の
都
城
址
と
し
て
名
高
い
。
甲
骨
文
の
存
在
自
体
が
注
意
さ
れ
た
の
は
一
八
九
九
年
（
一
八

九
八
年
）
の
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
安
陽
で
初
め
て
中
国
人
研
究
者
の
手
で
発
掘
が
行
な
わ
れ
る
ま
で
に
は
、
さ
ら
に
長
い
歳
月
が
必

要
で
あ
っ
た
。
中
華
民
国
国
立
ア
カ
デ
ミ
ー
の
中
央
研
究
院
歴
史
語
言
研
究
所
（
以
下
「
史
語
所
」）
に
よ
っ
て
、
こ
の
地
に
鍬
が
入
れ
ら

れ
た
の
は
、
甲
骨
文
の
「
発
見
」
か
ら
三
十
年
を
経
た
、
一
九
二
八
年
の
こ
と
で
あ
る
。
史
語
所
の
中
国
人
研
究
者
た
ち
は
、
こ
の
時
、

い
か
な
る
契
機
で
殷
墟
発
掘
に
着
手
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

殷
墟
甲
骨
発
見
以
後
の
近
代
学
術
史
に
お
い
て
、
中
国
の
隣
国
で
あ
る
日
本
の
学
術
界
は
、
明
治
・
大
正
・
昭
和
を
通
じ
て
、
殷
墟
と

甲
骨
文
の
研
究
の
発
展
に
多
大
な
役
割
を
果
た
し
て
き
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
殷
墟
甲
骨
の
明
治
日
本
へ
の
最
初
の
伝
来
以
後
、
東
京

の
林
泰
輔
ら
に
よ
っ
て
い
ち
早
く
着
手
さ
れ
た
研
究
、
あ
る
い
は
来
日
し
た
清
朝
金
石
学
の
大
家
羅
振
玉
と
そ
の
門
生
王
国
維
、
さ
ら
に

北
大
文
学
研
究
科
紀
要
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郭
沫
若
と
日
本
学
術
界
と
の
交
流
な
ど
、
お
も
に
甲
骨
学
の
分
野
の
成
果
と
し
て
国
内
外
に
広
く
知
ら
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
し
か
し
、

殷
墟
そ
の
も
の
に
対
し
、
近
代
日
本
の
学
術
界
が
ど
の
よ
う
な
関
心
を
向
け
て
い
た
の
か
、
と
り
わ
け
日
本
の
考
古
学
者
と
殷
墟
と
の
関

係
性
に
つ
い
て
は
、「
学
派
」「
学
閥
」
的
穿
鑿
が
先
行
し
、
ま
た
一
面
的
評
価
と
し
て
の
「
日
本
人
と
し
て
初
め
て
」
云
々
、
あ
る
い
は

短
絡
的
理
解
と
誤
伝
の
繰
り
返
し
に
よ
る
「
帝
国
主
義
」「
略
奪
」
説
ば
か
り
が
突
出
す
る
な
ど
、
国
内
外
に
お
い
て
、
そ
の
実
態
が
十
分

に
理
解
さ
れ
て
い
る
と
は
言
い
が
た
い
状
況
に
あ
る
。

実
の
と
こ
ろ
、
甲
骨
学
と
同
様
に
考
古
学
の
分
野
で
も
、
近
代
日
本
の
学
術
界
は
中
国
学
術
界
と
深
い
関
係
を
持
ち
、
そ
の
発
展
に
一

定
の
影
響
を
及
ぼ
し
た
。
そ
し
て
少
な
く
と
も
殷
墟
に
つ
い
て
言
う
な
ら
、
あ
る
意
味
、
日
本
の
学
術
界
が
、
一
九
二
八
年
の
史
語
所
に

よ
る
発
掘
を
促
し
、
研
究
の
方
向
性
を
決
定
づ
け
た
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
以
下
に
お
い
て
、
こ
れ
に
つ
い
て
論
じ
て

い
く
こ
と
に
し
た
い
。

一
、
研
究
動
向
と
問
題
の
所
在

近
年
、
中
国
の
歴
史
学
界
で
は
、
旧
来
の
「
革
命
史
観
」
の
見
直
し
が
静
か
に
進
行
し
、
北
京
政
府
や
南
京
国
民
政
府
時
期
の
各
種
施

政
を
再
評
価
す
る
動
き
が
顕
著
な
も
の
と
な
り
つ
つ
あ
る
。
考
古
学
を
め
ぐ
る
学
術
史
研
究
も
、
そ
の
例
外
で
は
な
い
。

か
つ
て
は
一
九
四
九
年
に
始
ま
る
考
古
学
研
究
・
事
業
展
開
の
前
史
と
し
て
、
ア
ン
ダ
ー
ソ
ン
（A

n
d
ersso

n
,
Jo
h
a
n G

u
n
n
a
r

）・
鳥

居
龍
蔵
な
ど
、
日
本
人
を
含
む
外
国
人
研
究
者
の
調
査
・
研
究
は
、
そ
の
否
定
的
側
面
が
専
ら
強
調
さ
れ
、
清
朝
以
前
の
金
石
学
を
語
る

の
と
同
じ
程
度
の
紙
幅
し
か
与
え
ら
れ
ず
、
一
九
四
九
年
以
後
へ
と
接
続
す
る
成
果
・
功
績
と
し
て
評
価
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
ま
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た
中
国
人
研
究
者
の
成
果
と
し
て
も
、
民
国
国
立
ア
カ
デ
ミ
ー
の
史
語
所
に
属
し
、
蔣
介
石
と
と
も
に
台
湾
に
渡
っ
た
研
究
者
の
業
績
、

と
り
わ
け
彼
ら
が
主
導
し
た
初
期
の
殷
墟
発
掘
に
つ
い
て
は
、
実
際
の
当
事
者
で
は
な
く
、
遅
れ
て
殷
墟
発
掘
に
参
加
し
、
大
陸
に
残
っ

た
人
々
に
よ
っ
て
、
偏
っ
た
史
料
に
も
と
づ
い
て
歴
史
的
経
緯
や
背
景
が
語
ら
れ
、
学
術
史
的
評
価
が
な
さ
れ
て
き
た
の
で

１
）

あ
る
。

こ
れ
に
対
し
て
、
最
初
に
異
議
申
し
立
て
を
し
、
民
国
学
術
史
上
の
殷
墟
発
掘
と
い
う
新
た
な
問
題
提
起
を
試
み
、
初
期
の
殷
墟
発
掘

に
対
す
る
評
価
の
見
直
し
を
、
学
術
思
想
史
を
軸
に
「
中
国
近
代
学
術
史
」
研
究
の
立
場
か
ら
行
な
っ
た
の
は
、
台
湾
人
研
究
者
た
ち
で

あ
っ
た
。
彼
ら
は
、
現
在
台
湾
の
台
北
郊
外
に
置
か
れ
る
中
央
研
究
院
所
蔵
の
第
一
級
の
同
時
代
史
料
群（
史
語
所

案
、
傅
斯
年

案
）

を
整
理
し
、
そ
の
公
開
へ
と
弾
み
を
つ
け
た
当
事
者
で
あ
り
、
そ
れ
ら
に
も
と
づ
い
て
多
く
の
重
要
な
問
題
提
起
を
行
な
っ
た
の
で

２
）

あ
る
。

一
九
九
〇
年
代
以
後
、
民
国
期
史
料
の
公
開
が
進
み
、
海
外
の
近
代
史
研
究
者
の
関
心
が
台
湾
に
向
か
う
中
、
や
が
て
日
本
の
研
究
者
に

よ
っ
て
、
こ
れ
ら
初
期
の
殷
墟
発
掘
に
関
係
す
る
史
料
の
存
在
が
、
日
中
関
係
史
と
日
本
学
術
史
、
も
し
く
は
中
国
学
術
史
の
材
料
と
し

て
注
目
さ
れ
る
に

３
）

至
る
。
そ
し
て
、
台
湾
海
峡
を
は
さ
む
中
台
交
流
が
盛
ん
に
な
る
中
、
目
下
、
中
国
人
研
究
者
の
参
入
が
進
み
、
積
極

的
に
そ
れ
ら
の
史
料
の
利
用
が
試
み
ら
れ
、
研
究
成
果
が
次
々
と
発
表
さ
れ
る
状
況
と
な
り
つ
つ

４
）

あ
る
。

一
方
で
、
こ
の
よ
う
に
台
湾
の
史
料
群
を
軸
と
し
て
展
開
し
た
「
中
国
近
代
学
術
史
」
研
究
か
ら
の
動
き
と
は
別
に
、
考
古
学
そ
の
も

の
の
分
野
に
お
い
て
も
、
一
九
四
九
年
以
前
の
発
掘
成
果
や
研
究
蓄
積
を
再
評
価
し
、
今
日
的
な
諸
問
題
へ
の
伏
流
を
歴
史
的
に
跡
付
け

よ
う
と
す
る
研
究
が
、
一
九
九
〇
年
代
後
半
以
後
、
お
も
に
欧
米
へ
の
留
学
経
験
を
持
つ
、
若
手
の
中
国
人
考
古
学
者
た
ち
に
よ
っ
て
盛

ん
と
な
っ
て

５
）

き
た
。
中
国
学
術
界
に
、
そ
れ
以
前
に
お
い
て
一
九
四
九
年
以
前
の
「
中
国
考
古
学
史
」
に
つ
い
て
の
研
究
が
な
か
っ
た
わ

け
で
は
な

６
）

い
が
、
そ
れ
ら
は
基
本
的
に
、
大
事
記
も
し
く
は
通
史
概
説
的
性
質
の
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
種
の
論
著
は
今
も
量
産
さ
れ
て

い

７
）

る
が
、
一
九
九
〇
年
代
後
半
以
後
、
新
た
な
世
代
を
引
き
付
け
、
導
い
た
の
は
、
こ
れ
ら
と
は
一
線
を
画
す
、
欧
米
人
研
究
者
に
よ
る
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「
中
国
考
古
学
史
」
の
書
き
直
し
の
動
き
で

８
）

あ
り
、
ま
た
近
年
の
欧
米
考
古
学
界
で
一
つ
の
流
行
と
な
っ
て
い
る
、「
ポ
ス
ト
近
代
」
的
関

心
に
も
と
づ
く
「
考
古
思
想
史
」
研
究
の
潮
流
で
あ

９
）

っ
た
。

一
九
九
〇
年
代
の
中
国
で
は
、
こ
れ
と
ほ
ぼ
同
時
期
に
、「
史
学
史
」
も
し
く
は
「
史
学
思
想
史
」
研
究
の
一
領
域
と
し
て
、「
中
国
近

代
学
術
史
」
の
関
心
か
ら
、「
中
国
考
古
学
史
」
に
注
目
し
、
そ
の
再
検
討
を
進
め
る
動
き
も
現
れ
て

10
）

き
た
。
こ
れ
ら
は
、
上
述
の
台
湾
に

お
け
る
「
中
国
近
代
学
術
史
」
研
究
の
新
た
な
展
開
と
軌
を
一
に
す
る
も
の
だ
が
、
両
者
の
交
流
が
盛
ん
と
な
り
、
中
国
学
術
界
で
台
湾

の
史
料
群
（
史
語
所

案
・
傅
斯
年

案
）
が
重
視
さ
れ
始
め
る
の
は
、
二
一
世
紀
に
入
っ
て
以
後
の
こ
と
で

11
）

あ
る
。

近
年
の
中
国
国
内
で
は
、
台
湾
の
史
料
群
へ
の
関
心
の
高
ま
り
の
中
で
、「
中
国
考
古
学
史
」の
材
料
と
し
て
そ
れ
ら
を
利
用
し
、
史
語

所
に
よ
る
一
九
四
九
年
以
前
の
学
術
的
成
果
だ
け
を
論
じ
た
業
績
も
現
れ
て

12
）

い
る
。
と
こ
ろ
が
扱
う
史
料
は
同
じ
で
も
、
先
の
欧
米
留
学

組
の
中
国
人
研
究
者
た
ち
に
よ
る
近
年
の
「
中
国
考
古
学
史
」
の
書
き
直
し
の
動
き
と
同
様
、
考
古
学
史
の
空
白
を
埋
め
る
と
い
う
問
題

設
定
が
顕
著
で
あ
り
、
台
湾
・
中
国
双
方
の
上
記
学
術
史
研
究
の
成
果
と
は
、
有
機
的
な
結
び
付
き
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
中
国

の
考
古
学
界
に
近
年
現
れ
た
こ
れ
ら
の
動
き
は
、
民
国
期
の
考
古
学
的
成
果
の
再
評
価
と
い
う
結
果
は
同
じ
で
も
、
問
題
設
定
お
よ
び
成

果
と
し
て
は
、
学
術
史
的
関
心
に
よ
っ
て
行
な
わ
れ
て
い
る
議
論
と
ま
っ
た
く
別
物
な
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
日
本
国
内
で
は
「
日
本
考
古
学
史
」
の
相
対
化
を
目
指
し
て
、「
帝
国
」
時
代
の
戦
前
日
本
の
「
外
地
」
で
の
考
古
学
史
の
掘

り
起
こ
し
も
進
ん
で
い
る
。
こ
う
し
た
研
究
は
、
戦
前
に
「
外
地
」
で
考
古
学
事
業
に
実
際
に
従
事
し
た
当
事
者
の
手
に
よ
っ
て
、
実
は

比
較
的
早
く
か
ら
着
手
さ
れ
、
日
本
の
外
交
史
料
館
に
眠
る
同
時
代
の
関
係
史
料
の
発
見
が
成
果
と
し
て
成
し
遂
げ
ら
れ
て

13
）

い
た
。
そ
れ

が
近
年
改
め
て
、
研
究
領
域
と
し
て
も
史
料
と
し
て
も
再
評
価
さ
れ
、
い
く
つ
か
の
重
要
な
成
果
が
生
み
出
さ
れ
る
に
至
っ
た
の
で

14
）

あ
る
。

そ
れ
ら
の
議
論
の
中
に
は
、
本
論
文
で
主
題
と
す
る
殷
墟
を
含
め
、
中
国
大
陸
で
か
つ
て
日
本
人
研
究
者
た
ち
が
行
な
っ
た
「
中
国
考
古
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学
史
」
あ
る
い
は
「
中
国
近
代
学
術
史
」
に
関
わ
る
事
象
も
含
ま
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
議
論
は
あ
く
ま
で
も
「
日
本
考
古
学
史
」
の
延

長
と
し
て
の
み
行
な
わ
れ
、
台
湾
・
中
国
学
術
界
に
お
け
る
上
記
の
近
年
の
展
開
が
、
問
題
の
所
在
と
と
も
に
、
こ
れ
ら
の
日
本
人
研
究

者
に
よ
っ
て
意
識
さ
れ
て
い
る
様
子
は
見
ら
れ
な
い
。

同
様
な
こ
と
は
、
甲
骨
学
の
分
野
に
も
当
て
は
ま
る
。
例
え
ば
近
年
日
本
で
は
、
新
た
な
史
料
の
発
見
に
よ
り
、「
日
本
甲
骨
学
史
」の

書
き
換
え
が
進
ん
で
い

15
）

る
が
、
そ
こ
に
お
い
て
も
「
中
国
近
代
学
術
史
」
あ
る
い
は
「
中
国
考
古
学
史
」
の
分
野
に
お
け
る
上
記
の
展
開

が
意
識
さ
れ
て
い
る
様
子
は
見
ら
れ
ず
、「
日
本
人
と
し
て
初
め
て
」
が
重
視
さ
れ
る
、
考
証
も
し
く
は
概
説
の
域
を
出
な
い
の
で
あ
る
。

そ
し
て
何
よ
り
も
残
念
な
こ
と
は
、
こ
れ
ら
「
日
本
考
古
学
史
」「
日
本
甲
骨
学
史
」
の
新
た
な
成
果
が
、
上
記
の
「
中
国
近
代
学
術
史
」

あ
る
い
は「
中
国
考
古
学
史
」の
新
た
な
研
究
の
中
で
、
全
く
参
照
さ
れ
る
様
子
が
見
ら
れ
な
い
と
い
う
点
で
あ
る
。
例
え
ば
、「
建
築
史
」

の
分
野
で
は
、
日
本
に
留
学
し
た
中
国
人
研
究
者
に
よ
っ
て
、「
日
本
考
古
学
史
」の
新
た
な
研
究
成
果
が
吸
収
さ
れ
、
近
代
日
中
学
術
交

流
史
に
つ
い
て
の
優
れ
た
業
績
が
中
国
語
で
ま
と
め
ら
れ
て
、
す
で
に
中
国
国
内
で
公
刊
さ
れ
て

16
）

い
る
。
と
こ
ろ
が
こ
れ
に
対
し
、
史
語

所
に
よ
る
一
九
四
九
年
以
前
の
考
古
学
的
成
果
を
主
題
と
し
た
最
も
近
刊
の
中
国
人
研
究
者
の
著
作
の
中

17
）

で
は
、
そ
れ
に
関
係
す
る
当
時

の
日
本
人
研
究
者
た
ち
の
動
向
が
ま
っ
た
く
注
意
さ
れ
ず
、
以
上
で
挙
げ
た
日
本
人
・
中
国
人
研
究
者
に
よ
る
近
年
の
日
本
で
の
関
連
す

る
研
究
成
果
の
利
用
も
確
認
で
き
な
い
の
で
あ
る
。

以
上
複
数
の
研
究
の
方
向
性
が
、
同
じ
対
象
を
見
な
が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
交
流
が
な
い
ま
ま
、
ほ
と
ん
ど
孤
立
し
た
状
態
で
並
行
展
開
し

て
い
る
こ
と
を
、
見
て
取
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

筆
者
は
、
香
港
で
在
外
研
究
を
し
た
一
九
九
六
年
以
後
、「
中
国
近
代
学
術
史
」
研
究
に
足
を
踏
み
入
れ
、
民
国
期
の
考
古
学
・
文
物
事

業
史
の
見
直
し
を
テ
ー
マ
の
一
つ
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
い
く
つ
か
の
成
果
を
発
表
し
て

18
）

き
た
。
二
〇
〇
六
年
に
は
、
上
で
述
べ
た
内
外
の
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研
究
動
向
を
鑑
み
、
先
行
研
究
が
抱
え
る
問
題
の
克
服
を
目
指
し
て
、
台
湾
の
史
料
群
と
日
本
の
外
交
史
料
館
文
書
を
総
合
的
に
活
用
し
、

「
帝
国
」
日
本
の
学
知
と
し
て
の
近
代
考
古
学
を
、
中
国
近
代
史
と
の
関
連
に
目
を
向
け
な
が
ら
、「
日
本
近
代
史
」
の
文
脈
で
論

19
）

じ
た
。

ま
た
二
〇
〇
七
年
に
は
、
そ
れ
と
同
じ
趣
旨
を
、「
中
国
近
代
史
」の
文
脈
に
置
き
換
え
て
台
湾
の
論
文
集
に
中
国
語
で
発
表

20
）

し
た
。
し
か

し
、「
中
国
近
代
学
術
史
」
の
新
た
な
研
究
成
果
を
咀
嚼
し
、
台
湾
・
日
本
・
中
国
に
残
さ
れ
た
同
時
代
史
料
を
中
心
に
、
あ
え
て
考
古
学

に
焦
点
を
当
て
、「
中
国
考
古
学
史
」「
日
本
考
古
学
史
」
で
も
な
く
、「
中
国
近
代
学
術
史
」
を
論
じ
よ
う
と
す
る
筆
者
の
手
法
と
問
題
意

識
が
理
解
さ
れ
る
き
っ
か
け
と
は
な
ら
な
か
っ
た
。
そ
の
後
、
二
〇
〇
八
年
に
台
湾
の
史
語
所
で
開
催
さ
れ
た
「
殷
墟
発
掘
八
十
週
年
」

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
と
い
う
恰
好
の
場
で
、
改
め
て
中
国
語
圏
に
向
け
て
成
果
を
発
表
す
る
機
会
を
得

21
）

た
が
、
開
催
か
ら
四
年
近
く
経
て
も
そ

の
論
文
集
は
公
刊
さ
れ
る
気
配
は
な
い
。
ま
た
、
史
語
所
で
殷
墟
発
掘
を
主
導
し
た
所
長
傅
斯
年
を
記
念
し
、
二
〇
一
〇
年
に
山
東
で
開

催
さ
れ
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
も
、
再
度
中
国
語
圏
に
向
け
て
成
果
の
発
表
を
試
み
た
が
、
先
日
届
い
た
公
刊
論
文
集
に
は
、
提
出
原
稿
で

な
く
、
会
議
の
口
頭
報
告
用
の
草
稿
が
取
り
違
え
て
掲
載
さ
れ
て

22
）

い
て
、
遺
憾
に
た
え
な
い
結
果
と
な
っ
て
い
る
。
一
方
で
、
筆
者
が
か

つ
て
台
湾
で
苦
労
し
て
解
読
・
筆
写
し
た
史
料
の
多
く
が
、
最
近
公
刊
さ
れ
た
傅
斯
年
の
書
信
集
に
、
改
め
て
解
読
・
活
字
化
を
経
て
収

録

23
）

さ
れ
、
今
や
誰
で
も
研
究
に
参
入
し
よ
う
と
思
え
ば
可
能
な
有
様
で
あ
る
。
不
本
意
に
も
世
に
出
る
こ
と
の
な
い
ま
ま
に
置
か
れ
た
拙

論
と
論
旨
の
繰
り
返
し
に
な
る
の
を
憚
ら
ず
、
急
ぎ
日
本
語
で
本
論
文
を
再
構
成
し
た
理
由
は
、
以
上
の
経
緯
に
あ
る
。
読
者
の
御
理
解

を
乞
い
た
い
。
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二
、
近
代
日
本
学
術
界
と
殷
墟
問
題

日
本
人
は
、
い
か
に
し
て
殷
墟
と
出
会
っ
た
の
か
。
殷
墟
発
掘
へ
と
至
る
道
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
、
ま
ず
は
近
代
日
本
の
学
術
動

向
と
そ
の
実
態
に
つ
い
て
論
じ
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
。

殷
墟
甲
骨
が
日
本
に
初
め
て
も
た
ら
さ
れ
た
の
は
、
一
九
〇
九
年
初
め
頃
と
推
測
さ

24
）

れ
る
。
し
か
し
当
時
の
日
本
の
歴
史
学
界
は
、
な

お
も
西
欧
起
源
の
近
代
史
学
を
咀
嚼
中
で
あ
っ
て
、
折
悪
し
く
も
「
史
料
批
判
」
を
振
り
か
ざ
し
て
上
古
史
に
メ
ス
を
入
れ
よ
う
と
す
る

「
疑
古
」
の
論
調
が
、
日
本
・
朝
鮮
・
中
国
史
の
分
野
で
、
大
き
な
流
行
を
見
せ
て
い
た
。
そ
の
た
め
殷
墟
甲
骨
が
日
本
に
伝
来
す
る
や
い

な
や
、
た
だ
ち
に
そ
れ
は
甲
骨
文
の
真
偽
論
争
へ
と
発
展
し
た
の
で
あ
る
。

⑴
東
京
帝
国
大
学

近
代
日
本
の
学
術
界
に
あ
っ
て
、
疑
古
論
者
の
代
表
格
は
東
京
帝
国
大
学
（
以
下
「
東
京
帝
大
」）
の
東
洋
史
学
者
白
鳥
庫
吉
で
あ
り
、

折
し
も
殷
墟
甲
骨
日
本
伝
来
の
年
、
一
九
〇
九
年
の
六
月
に
初
め
て
発
表
さ
れ
た
、
中
国
上
古
史
に
対
す
る
そ
の
疑
古
学
説
は
、「
堯
舜
禹

抹
殺
論
」
と
し
て
広
く
知
ら
れ
て

25
）

い
る
。
白
鳥
は
、
中
国
前
近
代
を
通
じ
て
儒
家
の
理
想
と
さ
れ
て
き
た
上
古
の
堯
舜
禹
「
三
代
」
の
実

在
性
を
、
史
料
批
判
に
立
つ
近
代
歴
史
学
の
手
法
に
よ
り
、
完
全
に
否
定
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。

白
鳥
の
疑
古
思
想
は
、
当
時
と
り
わ
け
東
京
在
住
の
東
洋
学
者
た
ち
の
間
で
、
強
い
影
響
力
を
持
っ
た
。
と
く
に
東
京
帝
大
の
多
く
の

学
者
は
、
基
本
的
に
み
な
甲
骨
文
の
信
頼
性
に
疑
問
を
抱
く
こ
と
と
な
り
、
一
九
三
〇
年
代
に
至
っ
て
も
、
当
時
ま
さ
に
史
語
所
の
中
国
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人
考
古
学
者
た
ち
に
よ
っ
て
発
掘
が
な
さ
れ
て
い
た
殷
墟
遺
跡
そ
の
も
の
に
対
し
、
疑
い
の
目
が
向
け
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

東
京
帝
大
の
中
国
史
学
者
和
田
清
は
、
一
九
三
六
年
に
出
版
し
た
中
国
通
史
の
自
著
の
中
で
以
下
の
よ
う
に
述
べ
る
。

支
那
の
上
代
の
歴
史
は
今
日
未
だ
明
か
で
な
い
。
上
代
の
支
那
は
青
銅
器
の
発
達
の
著
し
い
国
で
あ
る
が
、
そ
の
上
限
が
何
時
で

あ
る
か
も
ま
だ
判
然
と
し
な
い
。
…
…
支
那
上
代
の
伝
説
に
は
三
皇
五
帝
等
の
伝
へ
も
あ
る
が
、
い
ず
れ
も
陰
陽
五
行
や
天
文
道
徳

の
説
に
仮
托
せ
ら
れ
た
物
語
で
あ
つ
て
、
固
よ
り
史
実
で
は
な
い
。
夏
王
朝
の
こ
と
は
こ
れ
を
信
ず
る
人
も
あ
る
が
、
そ
の
本
拠
の

地
が
ど
こ
で
あ
つ
た
か
さ
へ
も
異
説
が
あ
つ
て
、
或
は
之
を
山
東
と
し
、
或
は
河
南
と
し
、
或
は
山
西
と
し
て
一
定
し
な
い
。
次
ぎ

の
殷
の
こ
と
は
所
謂

〔
マ
マ
〕

殷
虚
の
遺
蹟
の
発
現
に
よ
つ
て
、
頗
る
信
ぜ
ら
れ
て
ゐ
る
が
、
ま
だ
大
分
怪
し
い
所
が
多
く
、
確
な
こ
と
は
解

り
か
ね
る
。
…
…
支
那
の
歴
史
が
や
や
信
憑
出
来
る
の
は
、
そ
の
後
〔
周
の
〕
平
王
の
時
、
所
謂
周
室
の
東
遷
が
あ
つ
て
後
の
こ
と

で
あ
る
。（
和
田
清
『
岩
波
講
座

東
洋
思
潮

支
那
（
上
）』
一
九
三

26
）

六
年
）

東
京
帝
大
の
考
古
学
者
原
田
淑
人
も
、
一
九
三
五
年
に
開
催
さ
れ
た
考
古
学
の
座
談
会
で
、
以
下
の
よ
う
な
発
言
を
し
て
い
る
。

森
本
〔
六
爾
〕「
彩
色
土
器
と

型
土
器
の
関
係
は
ど
う
な
り
ま
す
か
」。
原
田
〔
淑
人
〕「
僕
は
甘
粛
省
と
云
ふ
所
は
、
例
へ
ば
漢

の
時
代
、
唐
の
時
代
、
色
々
な
民
族
が
寄
り
合
つ
て
雑
居
し
て
居
つ
た
。
そ
こ
で
色
々
な
文
化
が
あ
そ
こ
に
入
つ
て
来
た
。
西
の
方

の
文
化
も
早
く
か
ら
彼
処
に
来
て
居
る
と
思
ふ
。
そ
れ
ら
が
あ
そ
こ
で
一
緒
に
な
つ
た
の
だ
ら
う
と
思
ふ
」。
…
…
三
上〔
次
男
〕「
殷

墟
は
ど
う
で
せ
う
」。
…
…
原
田「
殷
墟
の
骨
の
文
字
だ
つ
て
、
僕
は
、
詰
り
あ
の
亀
卜
一
つ
で
決
め
る
の
は
い
け
な
い
と
思
ふ
。
字

体
な
ん
て
云
ふ
も
の
は
、
精
密
に
調
べ
て
、
初
め
て
古
い
新
し
い
が
決
め
ら
れ
る
も
の
だ
と
思
ふ
」。
江
上
〔
波
夫
〕「
殊
に
あ
あ
云

ふ
も
の
は
特
殊
の
も
の
で
す
か
ら
、
古
い
字
を
使
ひ
た
が
る
も
の
で
あ
り
、
又
始
終
そ
れ
に
依
つ
て
や
つ
て
居
る
の
だ
ら
う
と
思
ひ

ま
す
か
ら
、
普
通
の
も
の
と
字
が
違
ふ
か
ら
と
言
つ
て
、
必
ず
し
も
古
い
と
は
言
へ
な
い
」。
原
田「
ど
う
も
彼
処
の
文
字
も
新
し
い
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も
の
が
あ
る
の
ぢ
や
な
い
か
と
思
ひ
ま
す
ね
」。（
原
田
淑
人
ほ
か
「
東
亜
考
古
学
の
座
談
会
」
一
九
三

27
）

五
年
）

原
田
の
助
手
で
あ
っ
た
東
京
帝
大
の
考
古
学
者
駒
井
和
愛
も
ま
た
、
一
九
三
五
年
に
発
表
し
た
論
文
で
、
以
下
の
よ
う
に
述
べ
る
。

中
央
研
究
院
〔
史
語
所
〕
は
、
李
済
博
士
の
指
導
の
下
に
大
規
模
な
調
査
発
掘
を
遂
行
し
て
…
…
殷
虚
〔ママ〕を

以
つ
て
支
那
青
銅
器
時

代
の
初
期
の
遺
蹟
で
あ
り
、
殷
代
の
都
址
で
あ
る
と
云
ふ
こ
と
を
宣
伝
す
る
に
至
つ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
翻
つ
て
考
へ

て
観
る
と
、
安
陽
県
小
屯
の
附
近
を
「
殷
虚
」
に
比
定
す
る
こ
と
に
就
い
て
は
、
文
献
学
上
何
等
確
固
た
る
証
拠
が
あ
る
わ
け
で
は

な
い
の
で
あ
つ
て
、
若
し
殷
虚
と
云
ふ
称
呼
の
為
に
、
此
の
地
が
支
那
最
古
の
文
明
の
遺
址
で
あ
る
と
云
ふ
様
に
考
へ
ら
れ
た
も
の

と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
凡
そ
意
味
の
無
い
こ
と
で
あ
る
。
又
此
の
地
か
ら
出
土
す
る
遺
品
で
あ
る
が
た
め
に
、
青
銅
器
と
し
て
は
古
式

に
属
す
る
も
の
で
あ
る
と
観
ら
れ
、
従
つ
て
こ
れ
等
の
青
銅
製
遺
品
を
以
つ
て
、
支
那
の
金
石
併
用
時
代
乃
至
は
青
銅
器
時
代
初
期

に
属
す
る
も
の
と
認
め
が
ち
な
こ
と
も
甚
だ
し
く
軽
率
で
あ
る
と
云
は
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
る
。
…
…「
殷
虚
」の
示
す
文
化
が
必

ず
し
も
周
以
前
代
に
属
し
て
ゐ
て
、
考
古
学
上
の
金
石
併
用
時
代
の
初
期
に
当
る
と
云
ふ
こ
と
を
主
張
す
る
の
要
を
認
め
な
い
と
断

じ
得
る
の
で
あ
る
。
序
を
以
つ
て
云
へ
ば
、
…
…
支
那
の
青
銅
器
時
代
の
勾
兵
、
斧
斤
等
が
支
那
民
族
の
石
器
か
ら
進
展
し
た
も
の

で
無
く
し
て
他
か
ら
の
影
響
に
基
く
も
の
で
あ
る
こ
と
、
従
つ
て
青
銅
と
云
ふ
合
金
を
造
る
技
術
も
之
れ
を
外
か
ら
習
得
し
た
も
の

で
あ
ら
う
と
解
さ
な
く
て
は
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。（
駒
井
和
愛
「
殷
虚
文
化
私
考
」
一
九
三

28
）

六
年
）

こ
れ
ら
の
よ
う
な
殷
墟
甲
骨
な
い
し
殷
墟
に
対
す
る
懐
疑
論
は
、
東
京
で
は
第
二
次
大
戦
末
期
ま
で
続
い
た
。
一
九
四
三
年
、
京
都
の

東
方
文
化
研
究
所
（
現
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
）
の
甲
骨
学
者
貝
塚
（
小
川
）
茂
樹
が
上
京
し
、
東
京
帝
大
で
甲
骨
文
に
つ
い
て
の

研
究
成
果
を
講
演
し
た
時
の
印
象
に
つ
い
て
、
当
時
、
東
京
の
東
方
文
化
学
院
（
現
東
京
大
学
東
洋
文
化
研
究
所
に
部
分
継
承
）
の
中
国

史
学
者
西
嶋
定
生
は
、
以
下
の
よ
う
に
回
顧
す
る
。
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昭
和
十
八
〔
一
九
四
三
〕
年
ご
ろ
の
こ
と
、
当
時
わ
た
く
し
が
在
職
し
て
い
た
東
京
の
東
方
文
化
学
院
と
、
京
都
の
東
方
文
化
研

究
所
と
の
交
換
講
演
会
が
、
東
京
大
学
文
学
部
の
教
室
を
借
り
て
開
催
さ
れ
た
と
き
、
そ
の
年
の
東
方
文
化
研
究
所
の
代
表
と
し
て
、

そ
の
と
き
は
ま
だ
小
川
姓
で
あ
っ
た
貝
塚
〔
茂
樹
〕
さ
ん
が
、
甲
骨
文
に
よ
る
殷
の
歴
史
〔「
支
那
古
代
世
界
の
成
立
」〕
を
講
演
さ

れ
た
…
…
。
わ
た
く
し
は
、
会
場
の
一
隅
で
、
は
じ
め
て
聞
か
さ
れ
る
甲
骨
文
の
話
を
、
た
だ
も
の
め
ず
ら
し
く
受
取
っ
て
い
た
に

す
ぎ
…
…
な
か
っ
た
。
当
時
東
京
に
は
、
甲
骨
文
が
殷
代
の
遺
物
で
あ
る
こ
と
に
疑
い
を
も
つ
ひ
と
が
あ
っ
た
。
わ
た
く
し
は
こ
の

講
演
の
あ
と
で
、
そ
の
こ
ろ
東
京
大
学
文
学
部
の
東
洋
史
学
科
の
主
任
教
授
で
あ
っ
た
和
田
清
先
生
が
、
こ
の
講
演
を
聞
い
た
感
想

と
し
て
、「
こ
れ
で
甲
骨
文
が
殷
代
の
遺
物
で
あ
る
こ
と
を
認
め
な
い
わ
け
に
は
い
か
な
く
な
っ
た
」と
洩
ら
さ
れ
た
こ
と
を
記
憶
し

て
い
る
。（
西
嶋
定
生
「
貝
塚
さ
ん
と
そ
の
著
作
集
」
一
九
七

29
）

八
年
）

西
嶋
の
回
顧
に
よ
れ
ば
、
和
田
は
貝
塚
の
成
果
に
接
し
て
、
つ
い
に
白
鳥
以
来
の
殷
墟
甲
骨
を
め
ぐ
る
懐
疑
論
に
終
止
符
を
打
っ
た
と

い
う
の
で
あ
る
。
事
実
、
和
田
は
そ
れ
か
ら
間
も
な
く
し
て
、
殷
で
は
な
く
、
殷
の
前
の
夏
王
朝
の
実
在
性
を
主
張
す
る
研
究
へ
と
向
か
っ

て

30
）

い
る
。

以
上
概
観
し
た
よ
う
に
、
殷
墟
と
日
本
学
術
界
と
の
出
会
い
は
明
治
末
年
に
ま
で
遡
る
も
の
の
、
当
時
の
疑
古
思
潮
の
影
響
は
、
東
京

に
お
い
て
は
実
に
一
九
四
〇
年
代
ま
で
存
続
し
た
。
そ
し
て
原
田
と
駒
井
の
発
言
と
論
述
か
ら
は
、
そ
れ
が
中
国
文
明
の
起
源
を
中
原
そ

の
も
の
で
は
な
く
、
今
日
の
中
国
の
外
、
西
方
に
求
め
よ
う
と
す
る
潜
在
意
識
と
結
び
付
い
た
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
読
み
取
れ
る
。
駒

井
は
そ
れ
を
さ
ら
に
、
殷
墟
で
発
掘
さ
れ
る
文
物
を
「
金
石
併
用
時
代
」
の
産
物
と
見
る
べ
き
か
、
そ
れ
と
も
「
青
銅
器
時
代
」
の
産
物

と
見
る
べ
き
か
と
い
う
、
考
古
学
的
時
期
区
分
を
め
ぐ
る
問
題
と
結
び
付
け
た
の
で
あ
る
。

彼
ら
の
こ
う
し
た
考
え
方
に
つ
い
て
は
、近
代
東
洋
学
の
分
野
で
世
界
的
に
流
行
を
見
せ
た
、十
九
世
紀
後
半
の
東
洋
学
者
ラ
ク
ペ
リ
ー
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（L
a
co
u
p
erie,

T
errien d

e

）
学
説
に
代
表
さ
れ
る
「
漢
族
（
中
国
文
明
）
西
来
」
説
、
す
な
わ
ち
漢
民
族
そ
の
も
の
と
漢
字
な
ど
の
中

国
文
明
の
諸
要
素
は
、
中
国
大
陸
内
部
に
自
生
し
た
の
で
は
な
く
、
西
ア
ジ
ア
（
も
し
く
は
中
央
ア
ジ
ア
）
の
地
に
起
源
し
て
、「
黄
帝
」

以
後
は
じ
め
て
中
国
に
移
住
・
伝
来
し
た
も
の
に
ほ
か
な
ら
な
い
と
す
る

31
）

学
説
と
の
関
連
に
お
い
て
、
理
解
す
べ
き
で
あ
る
。
実
は
、
暦

法
を
め
ぐ
る
議
論
に
見
る
よ
う
に
、
白
鳥
の
「
堯
舜
禹
抹
殺
論
」
そ
の
も
の
が
、「
漢
族
（
中
国
文
明
）
西
来
」
説
と
密
接
な
関
係
を
持
っ

て
い
る
学
説
で
あ

32
）

っ
た
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
の
「
堯
舜
禹
抹
殺
論
」
は
そ
の
珍
奇
さ
の
あ
ま
り
、
後
世
に
お
い
て
は
単
純
に
東

京
・
京
都
の
「
学
派
」「
学
閥
」
論
に
還
元
さ
れ
て
理
解
さ
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
原
田
と
駒
井
の
発
言
と
論
述
に
見
る

よ
う
に
、
当
時
の
東
京
帝
大
を
中
心
と
す
る
殷
墟
甲
骨
な
い
し
殷
墟
に
対
す
る
懐
疑
論
は
、
単
純
な
真
偽
論
争
と
い
う
よ
り
も
、
近
代
日

本
の
中
国
文
明
観
（
起
源
論
）
と
関
連
付
け
て
論
じ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
問
題
で
あ
る
と
言

33
）

え
る
。

⑵
京
都
帝
国
大
学

こ
う
し
た
東
京
の
「
東
洋
学
」
者
た
ち
と
対
照
を
な
す
の
は
、
京
都
の
「
支
那
学
」
者
た
ち
の
殷
墟
甲
骨
・
殷
墟
へ
の
関
心
の
あ
り
方

で
あ
る
。
京
都
に
は
、
東
京
と
同
じ
く
明
治
末
年
に
殷
墟
甲
骨
が
も
た
ら
さ
れ
、
学
術
的
関
心
が
向
け
ら

34
）

れ
た
。
し
か
し
そ
の
直
後
に
、

清
末
の
混
乱
を
避
け
て
来
日
し
た
羅
振
玉
・
王
国
維
を
迎
え
た
京
都
で
は
、
東
京
と
異
な
り
、
真
偽
論
争
へ
と
展
開
を
見
る
こ
と
が
な
か
っ

た
の
で
あ
る
。

ま
ず
は
、
前
節
で
東
京
に
つ
い
て
見
た
も
の
と
同
時
期
の
、
京
都
に
お
け
る
中
国
上
古
史
、
文
明
観
を
、
京
都
帝
国
大
学
（
以
下
「
京

都
帝
大
」）
の
中
国
史
学
者
内
藤
湖
南
（
虎
次
郎
）
が
一
九
一
七
年
に
発
表
し
た
文
章
に
見
て
み
よ
う
。

殷
墟
の
遺
物
を
標
準
と
し
て
、
古
書
の
解
剖
に
従
事
し
て
、
漸
く
支
那
文
化
の
根
原
が
お
ぼ
ろ
げ
な
が
ら
明
か
に
な
る
の
で
あ
る
。

― ―13

北
大
文
学
研
究
科
紀
要



殷
墟
の
遺
物
に
よ
り
て
、〔『
尚
書
（
書
経
）』
の
〕
虞
夏
書
又
は
洪
範
な
ど
の
真
偽
竄
乱
を
調
べ
て
見
た
な
ら
ば
、
必
ず
発
明
す
る
所

が
多
い
筈
で
あ
る
。
若
し
一
層
遡
つ
た
時
代
、
即
ち
殷
墟
以
上
の
古
蹟
が
発
見
さ
れ
た
な
ら
ば
、
一
層
信
憑
す
る
に
足
る
文
化
史
の

源
泉
を
繹
ね
る
こ
と
が
出
来
て
、
支
那
研
究
は
一
層
進
歩
す
る
で
あ
ら
う
。
今
殷
墟
の
遺
物
で
見
れ
ば
、
そ
の
多
く
は
石
器
、
骨
器

の
類
で
あ
る
が
、
多
少
銅
器
が
出
て
居
る
、
そ
れ
故
支
那
の
文
化
史
は
い
ま
だ
銅
器
時
代
か
ら
以
上
を
見
る
こ
と
が
出
来
な
い
が
、

此
際
銅
器
の
全
く
出
な
い
古
蹟
が
発
見
さ
る
れ
ば
、
支
那
文
化
の
起
源
が
幾
千
年
前
に
あ
る
か
、
或
は
何
時
代
に
当
る
か
を
研
究
し

得
る
の
で
あ
る
が
、
遺
憾
な
が
ら
未
だ
発
見
さ
れ
な
い
。
け
れ
ど
も
、
何
処
か
に
さ
う
云
ふ
古
蹟
の
存
在
す
る
こ
と
は
疑
ふ
べ
か
ら

ざ
る
所
で
、
其
の
場
所
も
大
体
ど
の
地
方
と
云
ふ
こ
と
が
解
つ
て
居
る
か
ら
、
何
時
か
は
発
掘
し
得
る
こ
と
と
信
ず
る
。（
内
藤
虎
次

郎
「
支
那
古
典
学
の
研
究
法
に
就
き
て
」
一
九
一

35
）

七
年
）

内
藤
は
、
殷
墟
か
ら
説
き
起
こ
し
て
、
さ
ら
に
そ
れ
よ
り
も「
一
層
遡
つ
た
時
代
、
即
ち
殷
墟
以
上
の
古
蹟
」「
銅
器
の
全
く
出
な
い
古

蹟
」
に
つ
い
て
言
及
す
る
。「
支
那
文
化
の
源
泉
」
は
、
西
方
で
は
な
く
中
国
国
内
の
黄
河
流
域
に
あ
る
も
の
と
し
て
、
彼
は
疑
っ
て
い
な

か
っ
た
の
で

36
）

あ
る
。
彼
ら
の
殷
墟
に
対
す
る
根
本
的
な
関
心
の
由
来
は
こ
こ
に
あ
る
。
そ
れ
が
、
白
鳥
庫
吉
た
ち
東
京
帝
大
の
東
洋
学
者

た
ち
と
の
決
定
的
な
相
違
を
生
ん
だ
の
で
あ
る
。

こ
の
論
文
に
は
、
以
下
の
記
述
も
見
ら
れ
る
。

支
那
を
解
釈
す
る
に
は
、
支
那
人
が
是
迄
積
み
上
げ
た
事
業
と
云
ふ
者
を
十
分
に
研
究
し
て
見
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
…
…
予
は
其

の
立
場
と
し
て
、
支
那
民
族
発
展
の
跡
を
繹
ね
て
、
そ
の
文
化
を

剔
し
、
之
を
理
解
す
る
為
め
の
古
典
学
研
究
に
つ
い
て
、
茲
に

自
己
の
経
験
か
ら
得
た
方
法
を
説
明
し
て
み
よ
う
と
思
ふ
。
…
…
金
文
の
研
究
が
盛
に
な
つ
て
か
ら
は
、
そ
れ
に
拠
つ
て
経
文
に
疑

問
を
挟
む
人
も
出
来
た
の
で
あ
る
。
け
れ
ど
も
、
こ
の
派
の
学
問
は
ま
だ
十
分
に
盛
大
を
極
む
べ
き
運
に
向
つ
て
居
な
い
が
、
近
来
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殷
墟
の
発
掘
に
よ
り
て
其
の
遺
物
か
ら
推
し
て
、
新
し
い
研
究
法
を
発
見
し
、
そ
れ
を
経
学
の
準
拠
と
す
る
人
が
出
る
様
に
な
つ
た
。

こ
れ
も
ま
だ
十
分
で
は
な
い
が
、
併
し
大
体
に
於
い
て
、
従
来
研
究
法
の
発
達
か
ら
考
へ
て
、
そ
の
帰
著
す
べ
き
場
所
が
明
か
に
解

る
様
に
な
つ
た
。
即
ち
従
来
の
研
究
を
概
括
す
れ
ば
、
…
…
今
後
進
む
べ
き
道
は
、
先
秦
古
典
の
研
究
か
ら
、
金
文
、
殷
墟
の
遺
物

の
研
究
に
進
む
で
あ
ら
う
と
い
ふ
こ
と
が
明
か
で
あ
る
。
こ
の
方
法
を
以
て
新
し
い
研
究
法
を
組
み
立
て
た
な
ら
ば
、
始
め
て
支
那

古
典
学
と
云
ふ
者
が
、
所
謂
科
学
的
に
進
歩
し
得
る
者
と
思
ふ
。（
内
藤
「
支
那
古
典
学
の
研
究
法
に
就
き
て
」
一
九
一

37
）

七
年
）

是
の
如
き
研
究
法
は
勿
論
一
朝
一
夕
に
は
出
来
な
い
の
み
な
ら
ず
、
如
何
に
聡
明
な
人
で
も
、
一
人
や
二
人
の
手
で
出
来
る
こ
と

で
な
い
が
、
要
す
る
に
、
研
究
の
方
法
も
定
め
ず
、
単
に
部
分
的
の
考
証
を
事
と
し
て
居
て
は
、
い
つ
ま
で
た
つ
て
も
、
信
用
す
る

に
足
る
結
論
を
得
る
こ
と
が
出
来
な
い
。
殊
に
今
日
は
清
人
の
如
く
経
書
を
限
界
と
し
て
、
そ
れ
以
上
に
疑
問
を
挟
む
も
の
を
罪
悪

と
す
る
様
な
考
へ
が
必
要
で
な
い
。
尤
も
方
針
の
な
い
研
究
法
で
、
妄
り
に
古
書
を
疑
ふ
の
で
は
何
等
の
利
益
も
な
い
が
、
少
な
く

と
も
以
上
の
様
な
方
針
を
立
て
て
進
ん
で
行
く
な
ら
ば
、
研
究
に
多
少
の
確
実
味
を
加
へ
得
る
と
信
ず
る
。
然
う
云
ふ
方
法
に
し
て

始
め
て
支
那
古
典
学
の
基
礎
が
立
ち
、
古
代
史
の
研
究
も
出
来
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
等
の
事
業
は
今
日
に
於
い
て
は
、
支
那
の
学
者

よ
り
も
寧
ろ
日
本
の
学
者
が
着
手
す
る
方
が
、
自
由
な
便
宜
が
あ
る
と
思
ふ
の
で
、
余
は
同
志
の
人
々
と
さ
う
云
ふ
方
向
に
進
ん
で

行
き
た
い
と
思
ふ
の
で
あ
る
。（
内
藤
「
支
那
古
典
学
の
研
究
法
に
就
き
て
」
一
九
一

38
）

七
年
）

こ
こ
に
は
、
内
藤
に
代
表
さ
れ
る
京
都
帝
大
の
「
支
那
学
」
者
た
ち
が
、「
支
那
古
典
学
」
に
役
立
て
得
る
も
の
と
し
て
、
い
ま
だ
正
式

な
発
掘
の
鍬
が
入
れ
ら
れ
て
い
な
い
殷
墟
に
、
い
ち
早
く
注
目
し
、
将
来
の
日
本
主
導
の
組
織
的
研
究
事
業
に
つ
い
て
思
い
を
め
ぐ
ら
せ

て
い
た
様
子
を
見
て
取
る
こ
と
が
で
き
る
。

実
際
、
内
藤
た
ち
は
こ
れ
に
先
立
っ
て
、
す
で
に
そ
れ
に
向
け
た
行
動
を
起
こ
し
つ
つ
あ
っ
た
。
東
京
帝
大
で
西
洋
美
術
史
を
学
ん
だ
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濱
田
耕
作
を
抜

し
、
京
都
帝
大
に
日
本
の
大
学
で
初
め
て
考
古
学
研
究
室
を

39
）

設
け
、
来
た
る
べ
き
中
国
大
陸
で
の
発
掘
に
向
け
て
、
美

術
考
古
か
ら
「
支
那
学
」
の
世
界
に
興
味
を
向
け
さ
せ
る
努
力
を
重
ね
た
の
で

40
）

あ
る
。

内
藤
が
濱
田
に
掘
ら
せ
た
か
っ
た
遺
跡
の
一
つ
が
殷
墟
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
内
藤
の
こ
の
一
文
か
ら
見
て
、
疑
う
余
地
が
な
い
。

⑶
大
正
日
本
の
「
殷
墟
ブ
ー
ム
」
｜

東
京
と
京
都
の
あ
い
だ

以
上
に
お
い
て
、
東
京
帝
大
と
京
都
帝
大
と
の
間
で
、
殷
墟
と
殷
墟
甲
骨
を
め
ぐ
っ
て
異
な
る
態
度
が
認
め
ら
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
確

認
し
た
。
両
者
が
立
場
と
関
心
の
違
い
こ
そ
あ
れ
、
歩
調
を
そ
ろ
え
、
共
同
し
て
殷
墟
発
掘
の
実
現
へ
と
動
き
出
す
の
は
、
後
述
す
る
よ

う
に
一
九
二
五
年
以
後
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
こ
に
至
る
ま
で
の
間
に
、
両
者
の
間
に
あ
っ
て
、
来
た
る
べ
き
殷
墟
発
掘
へ
の
伏
線
を
用
意

し
た
人
物
は
、
東
京
高
等
師
範
学
校
（
現
筑
波
大
学
に
部
分
継
承
）
で
教
鞭
を
執
る
林
泰
輔
で
あ
っ
た
。

東
京
帝
大
の
前
身
で
あ
る
東
京
大
学
で
古
典
講
習
科
漢
書
課
に
学
ん
だ
林
は
、
東
京
帝
大
を
疑
古
思
潮
一
色
へ
と
導
い
た
白
鳥
庫
吉
よ

り
も
一
世
代
前
の
学
者
で
あ
り
、
近
世
以
来
の
学
風
を
残
す
明
治
の
漢
学
者
で

41
）

あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
白
鳥
は
、
明
治
日
本
へ
の
ド
イ
ツ

近
代
史
学
の
紹
介
者
た
る
「
お
雇
い
外
国
人
」
の
リ
ー
ス
（R

iess,
L
u
d
w
ig

）
に
師
事
し
、
伝
統
的
漢
学
か
ら
「
史
」
を
切
り
離
し
、「
東

洋
史
」
と
し
て
近
代
東
洋
学
の
中
に
新
た
に
位
置
付
け
る
試
み
を
推
進
し
、
西
欧
近
代
史
学
の
手
法
に
よ
っ
て
上
古
史
に
メ
ス
を
入
れ
よ

う
と

42
）

し
た
。
両
者
の
活
動
時
期
は
あ
る
程
度
重
な
る
が
、
そ
の
学
術
史
的
位
置
付
け
は
対
照
的
で
あ
り
、
そ
れ
は
殷
墟
甲
骨
と
殷
墟
に
対

す
る
姿
勢
に
つ
い
て
も
あ
て
は
ま
る
。
林
は
東
京
に
あ
り
な
が
ら
、
白
鳥
に
代
表
さ
れ
る
「
疑
古
」
に
与
し
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

林
は
一
九
〇
九
年
の
初
め
頃
に
、
日
本
に
将
来
さ
れ
た
殷
墟
甲
骨
に
接
す
る
や
、
直
ち
に
そ
の
歴
史
的
価
値
を
確
信
し
、
同
年
八
月
に

日
本
で
最
初
の
殷
墟
甲
骨
に
つ
い
て
の
学
術
論
文
と
な
る
「
清
国
河
南
省
湯
陰
県
発
見
の
亀
甲
牛
骨
に
就
き
て
」
を
発
表

43
）

す
る
。
そ
し
て
、
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そ
れ
に
続
き
一
九
一
一
年
に
発
表
し
た
論
文
の
中
で
、
白
鳥
の
中
国
上
古
史
論
、
す
な
わ
ち
「
堯
舜
禹
抹
殺
論
」
に
対
し
、
以
下
の
よ
う

に
批
判
し
た
の
で
あ
る
。

明
治
四
十
二〔
一
九
〇
九
〕年
、
白
鳥
博
士
は
、
東
洋
協
会
に
於
て
支
那
古
伝
説
の
研
究
と
い
へ
る
題
目
を
以
て
講
演
せ
ら
れ
…
…

た
り
。
今
そ
の
説
の
大
意
を
約
言
す
る
に
、
堯
舜
禹
の
三
王
は
、
漢
民
族
の
理
想
を
人
格
化
し
た
る
も
の
に
て
、
史
的
実
在
の
人
物

に
あ
ら
ず
…
…
と
せ
り
。
…
…
周
代
以
前
に
於
て
、
い
か
な
る
時
代
の
存
せ
し
か
と
い
ふ
に
、
唐
と
い
ひ
虞
と
い
ひ
夏
と
い
ひ
殷
と

い
ふ
も
の
あ
り
し
こ
と
は
、『
尚
書
』
そ
の
他
『
左
伝
』、『
史
記
』
等
の
諸
書
の
伝
ふ
る
所
な
り
。
而
し
て
こ
の
説
の
然
否
を
確
か
め

ん
と
せ
ば
、
書
籍
以
外
の
実
物
に
就
て
研
究
す
る
よ
り
善
き
は
な
し
。
…
…
近
来
古
銅
器
以
外
に
於
て
有
力
な
る
証
拠
物
件
の
発
見

せ
ら
る
る
も
の
あ
り
、
そ
は
清
の
光
緒
二
十
五
年
（
明
治
三
十
二
〔
一
八
九
九
〕
年
）
河
南
省
に
て
発
見
せ
ら
れ
た
る
亀
甲
獣
骨
に

文
字
を

刻
せ
し
も
の
〔
殷
墟
甲
骨
〕
是
な
り
。（
林
泰
輔
「
堯
舜
禹
の
抹
殺
論
に
就
て
」
一
九
一

44
）

一
年
）

彼
は
殷
墟
甲
骨
の
価
値
を
認
め
、
そ
の
存
在
に
よ
っ
て
白
鳥
の
「
疑
古
」
に
批
判
を
加
え
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
以
後
、
林
は
日
本

に
将
来
さ
れ
た
殷
墟
甲
骨
の
調
査
を
も
と
に
、
一
連
の
成
果
を
発
表
し
、
日
本
の
甲
骨
学
の
礎
を
築
く
。
し
か
し
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
す

で
に
広
く
知
ら
れ
た
事
実
で
あ
る
の
で
、
そ
の
詳
細
に
は
こ
こ
で
は
立
ち
入
ら
ず
、
林
が
そ
の
後
、
殷
墟
を
実
地
に
訪
問
し
た
点
を
め
ぐ
っ

て
、
い
く
つ
か
の
新
た
な
事
実
に
つ
い
て
論
じ
た
い
と
思
う
。

林
は
、
一
九
一
九
年
に
「
殷
墟
の
遺
物
研
究
に
就
て
」
と
題
す
る
論
文
を
発
表
し
、
そ
の
中
で
自
ら
殷
墟
を
訪
ね
て
得
た
新
た
な
知
見

に
つ
い
て
、
以
下
の
よ
う
に
紹
介
し
て
い
る
。

私
は
昨
〔
一
九
一
八
〕
年
四
月
五
月
の
頃
に
六
十
日
余
支
那
を
旅
行
致
し
て
参
り
ま
し
た
が
…
…
唯
だ
其
中
で
一
箇
所
日
本
人
の

参
り
ま
せ
ぬ
所
へ
参
つ
た
の
が
、
即
ち
河
南
省
の
安
陽
で
ご
ざ
い
ま
す
。
此
安
陽
が
所
謂
殷
墟
と
称
す
る
所
で
ご
ざ
い
ま
し
た
。
…
…
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支
那
を
旅
行
す
る
に
就
て
は
是
非
亀
甲
獣
骨
〔
殷
墟
甲
骨
〕
の
出
た
所
を
一
遍
訪
ね
た
い
と
云
ふ
考
が
あ
り
ま
し
た
が
、
今
度
参
り

ま
し
た
時
分
に
其
処
を
訪
ね
た
の
で
あ
り
ま
す
。（
林
泰
輔
「
殷
墟
の
遺
物
研
究
に
就
て
」
一
九
一

45
）

九
年
）

広
く
知
ら
れ
る
よ
う
に
、
こ
の
林
に
よ
る
一
九
一
八
年
の
殷
墟
訪
問
は
、
日
本
人
研
究
者
に
よ
る
最
初
の
も
の
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、

近
年
明
ら
か
に
さ
れ
た
よ

46
）

う
に
、
実
の
と
こ
ろ
こ
の
殷
墟
訪
問
は
、
林
の
単
独
行
で
も
な
け
れ
ば
、
彼
自
ら
が
そ
の
契
機
を
獲
得
し
た
も

の
で
も
な
か
っ
た
。
東
京
高
等
師
範
学
校
の
同
僚
で
、『
大
漢
和
辞
典
』の
編
著
で
知
ら
れ
る
漢
学
者
諸
橋
轍
次
が
、
故
竹
添
進
一
郎（
井
々
）

の
関
係
で
、
財
閥
三
井
家
か
ら
中
国
旅
行
の
資
金
を
与
え
ら
れ
た
際
、
年
長
者
の
林
の
意
向
を
汲
み
、
諸
橋
が
同
行
を
認
め
た
も
の
で
あ

り
、
殷
墟
も
ま
た
二
人
そ
ろ
っ
て
訪
問
し
た
も
の
だ
っ
た
の
で

47
）

あ
る
。

不
思
議
な
こ
と
に
今
ま
で
紹
介
さ
れ
た
例
を
知
ら
な
い
の
だ
が
、
こ
の
一
九
一
八
年
の
二
人
の
殷
墟
訪
問
に
つ
い
て
は
、
諸
橋
の
紀
行

文
に
以
下
の
よ
う
な
詳
細
な
記
述
が
存
在
す
る
。

午
〔
大
正
七
年＝

一
九
一
八
年
〕
四
月
…
…
二
十
八
日
…
…
八
時
頃
に
は
も
う
彰
徳
へ
着
い
た
。
…
…
間
も
な
く
安
陽
へ
出
掛
け

た
。
一
里
足
ら
ず
の
道
で
は
あ
る
が
、
高
低
軛

幾
度
、
馬
車
の
苦
し
さ
は
十
分
に
味
は
つ
た
。
広
々
と
し
て
畑
に
出
た
。
漸
々
た

る
麦
秀
を
外
に
し
て
は
見
る
も
の
も
な
い
。
此
が
今
か
ら
三
千
年
の
前
、
殷
の
河

甲
王
の
都
し
た
河

甲
城
の
地
で
あ
る
。
宋
の

時
代
に
此
の
地
か
ら
発
掘
せ
ら
れ
た
陶
器
の
上
の
文
字
と
、
近
年
此
の
地
か
ら
堀
出
さ
れ
る
亀
甲
獣
骨
の
文
字
と
が
、
著
し
く
一
致

し
て
ゐ
る
と
い
ふ
の
が
、
そ
も
そ
も
の
始
め
で
、
殷
の
都
は
山
東
の
奄
（
袞
）
か
ら
此
の
処
に
移
つ
た
も
の
だ
ら
う
と
の
説
が
盛
に

な
つ
て
、
好
事
家
、
研
究
家
が
頻
り
に
此
の
地
を
調
査
す
る
。
西
人
の
獣
骨
を
堀
出
し
た
と
い
ふ
畑
は
、
南
・
西
・
北
の
三
面
は

水
に
囲
ま
れ
て
、
面
積
か
ら
曰
つ
た
な
ら
方
一
町
も
あ
ら
う
。
深
さ
は
地
下
六
尺
か
ら
十
二
尺
ま
で
で
あ
る
さ
う
だ
。
漸
々
た
る
麦

秀
の
中
、
今
も
そ
の
獣
骨
、
亀
甲
の
片
わ
れ
が
拾
は
れ
る
。
僕
も
二
三
片
は
拾
つ
て
来
た
が
、
格
別
の
も
の
で
は
な
い
。
日
は
暑
い
、
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風
は
砂
を
吹
い
て
来
る
。
再
び
も
と
の
道
を
辿
つ
て
宿
に
帰
つ
た
。
午
後
は
町
へ
出
て
、
骨
董
屋
な
ど
を
冷
か
し
た
が
、
大
し
た
も

の
も
な
か
つ
た
。（
諸
橋
轍
次
「
旅
枕
」
一
九
三

48
）

八
年
）

先
の
林
と
一
文
と
同
様
、
諸
橋
の
文
章
に
も
同
行
者
は
登
場
し
な
い
。
し
か
し
こ
の
時
、
二
人
が
中
国
大
陸
で
行
動
を
共
に
し
、
安
陽

（
彰
徳
）
の
殷
墟
訪
問
も
林
の
希
望
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
諸
橋
の
別
の
証
言
に
よ
っ
て
裏
付
け
ら
れ
る
。

大
正
七
〔
一
九
一
八
〕
年
、
…
…
上
海
で
王
国
維
…
…
な
ど
を
訪
ね
て
、
そ
れ
か
ら
長
江
を
遡
り
、
京
漢
線
〔
鉄
道
〕
に
出
た
の

で
あ
る
が
、
そ
の
時
浩
卿
〔
林
泰
輔
〕
は
、
ぜ
ひ
と
も
安
陽
の
踏
査
を
や
り
た
い
、
と
言
い
出
し
た
。
…
…
こ
の
時
は
〔
安
陽
〕
県

知
事
な
ど
の
配
慮
に
よ
っ
て
、
無
事
に
行
っ
て
は
来
た
が
、
何
分
当
時
は
土
匪
も
多
か
っ
た
の
で
、
僅
か
一
日
そ
の
地
を
踏
査
し
た
、

と
い
う
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。（
諸
橋
轍
次
「
漢
学
界
の
回
顧
」
一
九
五

49
）

四
年
）

こ
の
後
、
諸
橋
は
翌
一
九
一
九
年
八
月
か
ら
一
九
二
一
年
八
月
ま
で
、
二
年
間
の
中
国
留
学
を
文
部
省
か
ら
命
じ
ら
れ
、
北
京
へ
と
旅

50
）

立
つ
。
注
目
さ
れ
る
の
は
、
彼
が
留
学
か
ら
帰
国
ま
で
に
、
さ
ら
に
二
度
に
わ
た
っ
て
殷
墟
行
を
試
み
た
と
い
う
事
実
で
あ
る
。

再
度
の
安
陽
探
査
は
大
正
十
年
で
あ
る
。
酉
〔
大
正
十
年＝

一
九
二
一
年
〕…
…
四
月
…
…〔
二
十
五
日
〕
三
時
半
彰
徳
に
つ
く
。

…
…
目
指
す
亀
板
骨
片
の
出
づ
る
は
小
米
屯
児〔
小
屯
？
〕、
及
び
段
家
屯
児
な
り
。
前
者
は
彰
徳
の
西
北
四
五
支
里
に
あ
り
、
後
者

は
東
北
二
十
支
里
に
あ
り
と
云
ふ
。
目
今
後
者
に
は
尤
も
匪
類
多
く
、
前
者
は
午
前
中
な
ら
ば
、
多
分
匪
類
の
襲
来
も
な
か
る
べ
し

と
云
ふ
。
…
…
四
月
二
十
六
日
、
…
…〔
安
陽
県
〕知
事
羅
栄
褒
氏
を
訪
ふ
。
…
…
小
米
屯
、
段
家
屯
の
近
況
を
訪
へ
ば
、
共
に
土
匪

多
く
し
て
行
く
能
は
ず
と
云
ふ
。
他
日
土
匪
静
ま
る
を
待
ち
て
再
び
来
ら
ば
、
其
の
地
の
発
掘
を
允
さ
る
る
や
否
や
を
問
へ
ば
、
其

は
各
界
の
賛
成
を
待
た
ざ
る
可
か
ら
ず
と
云
ふ
。
各
界
と
は
何
人
と
問
へ
ば
黙
し
て
答
へ
ず
、
暗
に
排
日
学
生
の
一
群
を
指
す
も
の

の
如
し
。
更
に
課
長
陳
登

に
問
ふ
に
、
若
し
土
地
を
借
り
受
け
徐
々
に
発
掘
せ
ば
如
何
と
問
へ
ば
、
其
等
は
地
主
と
の
相
談
事
な
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り
、
衙
門
と
無
関
係
な
り
と
云
ふ
。
蓋
し
暗
黙
の
間
に
黙
認
せ
る
も
の
の
如
し
。
…
…
七
月
十
五
日
、
…
…
彰
徳
に
向
ふ
。
…
…
旧

知
張
定
遠
君
停
車
場
に
在
り
、
万
事
大
い
に
好
都
合
な
り
。
直
ち
に
南
大
街
路
西
の
〔
棉
業
〕
試
験
分
場
長
張
四
羅
氏
寓
に
至
る
。

聞
け
ば
羅
〔
栄
褒
〕
知
事
・
陳
〔
登

〕
課
長
共
に
転
任
せ
り
と
か
、
発
掘
の
先
約
空
し
く
な
り
た
れ
ば
失
望
せ
ざ
る
を
得
ず
。
亀

骨
の
多
く
の
場
所
よ
り
分
出
す
る
は
水
流
の
為
な
ら
ず
や
と
云
ふ
。
或
は
然
ら
ん
。
今
も
尚
土
匪
多
く
し
て
該
地
に
行
か
ん
事
危
険

な
れ
ば
明
年
〔
一
九
二
二
年
〕
を
期
し
て
は
如
何
、
明
年
迄
に
は
張
氏
等
発
掘
の
模
様
を
詳
記
し
、
一
尺
下
は
如
何
の
状
、
二
尺
下

は
如
何
の
状
と
、
逐
一
報
告
す
べ
け
れ
ば
其
ま
で
待
た
れ
た
ら
ば
と
云
ふ
。
此
も
止
む
こ
と
を
得
ざ
る
べ
し
。
張
鴻
文
氏
年
六
十
一
、

来
り
曰
ふ
、
西
北
十
五
里
、
孝
民
屯
に
も
亀
甲
獣
骨
を
産
す
る
事
多
し
。
前
二
地
と
共
に

河
の
沿
岸
に
在
り
、
但
該
地
は
今
土
匪

の
頭
目
二
人
盤
踞
す
。
一
は
張
淮
と
云
ひ
、
一
は
大
金
保
と
云
ふ
、
共
に
甚
だ
獰
猛
な
り
。
之
に
備
へ
ん
が
為
、
今
県
令
を
発
し
て
、

土
地
八
十
畝
地
を
有
す
る
も
の
は
銃
一
丁
を
、
土
地
百
五
十
畝
地
を
有
す
る
も
の
は
二
丁
を
備
へ
し
む
。
斯
か
る
状
態
に
て
附
近
の

も
の
の
難
を
避
け
て
城
裡
に
入
り
来
る
も
の
日
に
多
し
。（
諸
橋
轍
次
「
旅
枕
」
一
九
三

51
）

八
年
）

諸
橋
の
こ
の
紀
行
文
が
、
こ
れ
ま
で
殷
墟
考
古
学
・
甲
骨
学
史
の
議
論
に
お
い
て
利
用
さ
れ
た
例
を
、
筆
者
は
寡
聞
に
し
て
知
ら
な
い
。

文
中
に
登
場
す
る
殷
墟
周
辺
の
小
地
名
は
、
こ
の
地
で
詳
細
な
考
古
学
的
調
査
が
進
ん
だ
現
今
の
現
地
情
報
と
の
対
比
が
可
能
で
あ
り
、

ま
た
殷
墟
の
地
が
兵
乱
や
匪
賊
に
よ
る
被
害
を
受
け
て
、
当
時
き
わ
め
て
不
安
定
な
状
況
下
に
あ
っ
た
こ
と
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

そ
し
て
何
よ
り
も
興
味
深
い
の
は
、諸
橋
が
繰
り
返
し
こ
の
地
を
訪
れ
た
理
由
と
し
て
、現
地
で
の
発
掘
を
目
指
し
て
い
た
た
め
で
あ
っ

た
こ
と
が
、
こ
こ
に
明
示
さ
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。

こ
の
当
時
、
林
・
諸
橋
の
ほ
か
に
も
、
在
野
の
考
古
学
者
と
し
て
名
高
い
公
爵
大
山
柏
が
、
一
九
二
二
年
に
殷
墟
の
発
掘
を
目
指
し
て

52
）

い
た
。
林
・
諸
橋
に
加
え
、
大
山
の
発
掘
計
画
も
実
現
を
見
る
こ
と
は
な
か
っ
た
と
さ
れ
る
が
、
以
上
か
ら
は
、
大
正
時
代
に
多
く
の
日
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本
人
研
究
者
た
ち
が
、
殷
墟
に
あ
こ
が
れ
、
発
掘
に
よ
っ
て
殷
墟
甲
骨
の
出
土
地
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
指
す
と
い
う
、
あ
る
種
の

「
殷
墟
ブ
ー
ム
」
が
起
き
て
い
た
こ
と
が
判
明
す
る
の
で

53
）

あ
る
。

⑷
パ
ト
ロ
ン
の
誕
生
｜

侯
爵
細
川
護
立

諸
橋
は
ま
た
、
二
度
目
・
三
度
目
の
殷
墟
行
に
つ
い
て
、
さ
ら
に
次
の
よ
う
な
興
味
深
い
記
述
を
残
し
て
い
る
。

大
正
八
〔
一
九
一
九
〕
年
か
ら
十
〔
一
九
二
一
〕
年
ま
で
、
私
〔
諸
橋
〕
は
支
那
留
学
を
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
時
浩
卿
〔
林

泰
輔
〕
は
又
手
紙
を
よ
こ
し
て
、
幸
い
細
川
〔
護
立
〕
侯
爵
が
若
干
の
研
究
費
を
出
す
こ
と
に
な
っ
た
の
で
、
自
分
は
も
う
一
度
安

陽
の
調
査
を
し
て
み
た
い
、
そ
れ
に
つ
い
て
は
、
前
以
て
か
の
地
の
最
近
の
情
報
を
ほ
し
い
か
ら
、
私
に
実
地
調
査
を
し
て
く
れ
、

と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
の
頃
は
も
は
や
私
も
若
干
支
那
語
も
で
き
て
、
旅
行
が
さ
ほ
ど
苦
し
く
な
か
っ
た
か
ら
、
大
正
九
〔
一

九
二
〇
〕
年
〔
四
月
〕、
か
の
地
に
出
か
け
て
み
た
。
然
し
こ
の
時
は
や
は
り
、
河
南
省
の
飢
饉
と
か
ら
ん
で
、
土
匪
が
城
外
に
横
行

し
、
彰
徳
〔
現
安
陽
〕
城
内
は
土
匪
の
首
領
牛
と
い
う
者
が
治
安
の
実
権
を
握
っ
て
お
っ
た
、
と
い
う
時
で
あ
っ
た
の
で
、
数
度
出

土
の
場
所
に
は
遊
ん
だ
が
、
余
り
多
く
得
る
所
は
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
大
正
十
〔
一
九
二
一
〕
年
〔
七
月
〕
に
又
出
か
け
た
。
い
よ

い
よ
〔
安
陽
〕
県
知
事
〔
羅
栄
褒
〕
と
の
話
合
い
も
つ
い
て
、
そ
れ
で
は
実
際
浩
卿
〔
林
〕
を
迎
え
て
、
大
げ
さ
の
発
掘
を
試
み
よ

う
か
、
と
吟
味
し
た
の
で
あ
る
が
、
今
度
は
又
学
生
の
排
日
運
動
が
熾
烈
に
な
っ
て
、
つ
い
に
そ
の
こ
と
も
で
き
ず
に
終
っ
た
の
で

あ
る
。（
諸
橋
轍
次
「
漢
学
界
の
回
顧
」
一
九
五

54
）

四
年
）

先
の
紀
行
文
で
は
一
九
二
一
年
の
こ
と
と
さ
れ
る
諸
橋
の
二
度
目
の
殷
墟
行
が
、
こ
こ
で
は
一
九
二
〇
年
と
さ
れ
て
お
り
、
ど
ち
ら
が

正
し
い
の
か
判
然
と
し
な
い
。
し
か
し
、
諸
橋
が
前
後
し
て
三
度
殷
墟
を
訪
れ
た
一
九
一
八
年
か
ら
一
九
二
一
年
ま
で
の
三
年
間
に
お
い
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て
、こ
の
地
が
特
に
不
安
定
な
情
勢
下
に
あ
っ
た
こ
と
が
改
め
て
確
認

55
）

さ
れ
、日
本
人
研
究
者
が
つ
か
み
か
け
た
殷
墟
発
掘
の
好
機
を
失
っ

た
原
因
が
、
当
時
の
殷
墟
を
取
り
巻
く
現
実
の
社
会
環
境
に
あ
っ
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。

そ
し
て
何
よ
り
見
落
と
す
こ
と
が
で
き
な
い
点
は
、
問
題
の
二
度
目
と
三
度
目
の
諸
橋
に
よ
る
殷
墟
行
が
、
東
京
の
林
か
ら
の
依
頼
に

よ
る
も
の
で
あ
り
、
さ
ら
に
そ
の
前
提
と
し
て
、
細
川
侯
爵
、
す
な
わ
ち
旧
熊
本
藩
主
細
川
家
の
当
主
、
侯
爵
細
川
護
立
に
よ
る
、
林
に

対
す
る
研
究
助
成
の
申
し
出
が
あ
っ
た
と
い
う
事
実
で
あ
る
。
こ
の
点
を
め
ぐ
っ
て
は
、
美
術
コ
レ
ク
タ
ー
で
あ
っ
た
細
川
が
関
係
者
の

座
談
会
で
語
っ
た
話
に
、
以
下
の
よ
う
な
内
容
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
、
そ
れ
が
真
実
で
あ
っ
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

外
国
の
学
者
の
西
域
探
検
と
い
ふ
も
の
に
…
…
非
常
な
興
味
を
感
じ
て
居
る
時
に
、
支
那
の
彰
徳
〔
現
安
陽
〕
か
ら
殷
代
の
遺
物

が
発
見
さ
れ
た
の
で
あ
り
ま
す
。
殷
墟
と
言
は
れ
て
居
る
所
か
ら
亀
甲
獣
骨
が
発
掘
さ
れ
ま
し
て
、
是
亦
非
常
な
セ
ン
セ
イ
シ
ョ
ン

を
学
界
に
起
し
た
の
で
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
私
は
及
ば
ず
な
が
ら
こ
の
殷
墟
の
発
掘
と
い
ふ
こ
と
を
日
本
の
手
で
や
っ
た
ら
宜
か

ら
う
と
考
え
、
大
正
の
三
〔
一
九
一
四
〕
年
で
あ
り
ま
し
た
か
、
日
本
で
一
番
殷
墟
に
付
て
詳
し
い
学
者
、
当
時
は
ま
だ
高
等
師
範

学
校
で
あ
り
ま
し
た
が
、そ
こ
の
先
生
の
林
泰
輔
さ
ん
と
い
ふ
方
が
、最
も
殷
墟
に
付
て
深
い
知
識
を
持
っ
て
居
ら
れ
る
こ
と
が
分
っ

た
の
で
あ
り
ま
す
。
…
…
さ
う
し
て
宇
野
〔
哲
人
〕
博
士
と
林
さ
ん
と
私
と
の
三
人
で
色
々
其
事
に
就
て
話
を
致
し
ま
し
た
処
が
、

林
さ
ん
は
非
常
な
意
気
込
で
、
こ
の
老
躯
を
提
げ
て
殷
墟
に
行
き
、
発
掘
に
従
事
す
る
と
い
ふ
決
心
を
話
さ
れ
た
の
で
あ
り
ま
す
。

而
し
て
色
々
な
疑
問
を
明
か
に
し
て
学
界
に
貢
献
し
た
い
と
仰
っ
し
ゃ
る
の
で
、
私
も
そ
れ
は
大
変
宜
い
こ
と
で
あ
る
と
賛
成
を
し

及
ぶ
限
り
の
お
世
話
を
す
る
運
び
に
な
り
、
林
さ
ん
は
、
勇
躍
渡
支
さ
れ
る
こ
と
に
決
ま
り
ま
し
た
が
、
不
幸
に
し
て
当
時
は
非
常

に
排
日
の
盛
ん
な
時
で
あ
り
ま
し
た
為
め
、
遂
に
こ
の
壮
挙
が
実
現
し
な
か
っ
た
の
で
あ
り
ま
す
。（
細
川
護
立「
清
賞
会
第
六
回
例

会
座
談
会
記
録
」
一
九
四

56
）

〇
年
）
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細
川
の
助
成
に
よ
る
林
の
発
掘
は
、
以
下
に
見
る
よ
う
に
一
九
二
二
年
秋
に
予
定
さ
れ
て
い
た
と
い
う
。

大
正
八
〔
一
九
一
九
〕
年
三
月
…
…
細
川
〔
護
立
〕
侯
が
大
に
此
事
に
興
味
を
懐
か
れ
、
若
し
林
〔
泰
輔
〕
博
士
が
再
び
殷
虚
に

往
き
、
更
に
発
掘
す
る
や
う
な
事
が
あ
る
な
ら
ば
、
物
質
的
に
援
助
し
て
も
宜
い
と
云
ふ
こ
と
で
あ
つ
た
。
そ
れ
か
ら
君
〔
林
〕
は

…
…
細
川
侯
を
訪
ひ
、
色
々
交
渉
の
結
果
、
遂
に
細
川
家
の
人
二
名
と
共
に
支
那
に
入
り
、
更
に
大
に
研
究
の
途
を
開
か
う
と
し
た

の
で
あ
る
。
所
が
支
那
で
は
其
後
間
も
な
く
排
日
運
動
が
勃
発
し
て
如
何
に
も
危
険
に
感
ぜ
ら
る
る
や
う
に
な
つ
た
の
で
あ
る
。
そ

こ
で
君
〔
林
〕
は
追
つ
て
適
当
な
る
時
機
を
見
計
つ
て
目
的
を
達
し
よ
う
と
考
へ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
か
ら
丁
度
三
た
び

葛
を
更

へ
て
大
正
十
一
〔
一
九
二
二
〕
年
…
…
四
月
七
日
を
以
て
易
簀
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
実
に
惜
い
こ
と
で
あ
つ
た
。
聞
く
所
に
よ
れ
ば

君
〔
林
〕
は
大
正
十
一
年
の
秋
、
再
び
殷
虚
に
往
き
、
発
掘
を
な
す
べ
き
計
画
を
立
て
て
居
ら
れ
た
と
云
ふ
こ
と
で
あ
る
。（
井
上
哲

次
郎
「〔『
支
那
上
代
之
研
究
』〕
序
」
一
九
三

57
）

二
年
）

こ
れ
は
先
に
見
た
諸
橋
の
記
述
と
も
一
致
す
る
。
現
地
情
勢
の
不
安
定
さ
に
よ
り
、
繰
り
返
し
延
期
が
図
ら
れ
、
一
九
二
二
年
こ
そ
は

と
い
う
思
い
で
あ
っ
た
と
こ
ろ
に
、
同
年
四
月
、
林
が
急
逝
し
、
計
画
そ
の
も
の
が
立
ち
消
え
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

⑸
小
結

一
九
二
二
年
の
細
川
護
立
の
助
成
、
林
の
主
導
に
よ
る
殷
墟
発
掘
計
画
は
、
現
地
の
政
情
不
安
、
社
会
情
勢
、
対
日
感
情
の
悪
化
な
ど

の
諸
条
件
に
加
え
、
林
の
急
逝
に
よ
り
、
こ
う
し
て
実
現
す
る
こ
と
の
な
い
ま
ま
終
わ
っ
た
。

し
か
し
、
白
鳥
の
「
堯
舜
禹
抹
殺
説
」
へ
の
反
発
を
端
緒
と
す
る
林
の
長
年
に
わ
た
る
殷
墟
へ
の
執
念
、
そ
し
て
そ
れ
を
現
地
で
支
え

た
諸
橋
の
働
き
は
、
結
果
的
に
細
川
を
「
東
亜
考
古
学
」
の
パ
ト
ロ
ン
へ
の
道
に
導
い
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
次
章
で
述
べ
る
よ
う
に
、
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細
川
は
そ
の
後
、
東
京
帝
大
の
原
田
淑
人
に
よ
る
植
民
地
朝
鮮
で
の
考
古
学
事
業
を
助
成
し
、
や
が
て
日
本
人
研
究
者
に
よ
る
中
国
大
陸

各
地
で
の
発
掘
を
支
え
る
存
在
に
な
っ
て
い
く
の
で
あ
る
。
そ
こ
に
さ
ら
に
、
東
亜
考
古
学
を
国
際
事
業
と
し
て
位
置
付
け
推
進
し
た
日

本
外
務
省
の
思
惑
と
、
中
国
側
の
学
術
界
の
状
況
が
、
日
中
関
係
を
主
軸
と
す
る
国
際
環
境
の
変
化
の
中
で
、
複
合
的
に
作
用
す
る
。
こ

う
し
て
殷
墟
を
取
り
巻
く
よ
う
に
し
て
生
成
さ
れ
た
磁
場
が
、
多
く
の
人
々
を
巻
き
込
み
な
が
ら
、
民
国
学
術
史
の
中
に
殷
墟
発
掘
へ
と

向
か
う
一
つ
の
流
れ
を
形
作
っ
て
い
く
の
で
あ
る
。

（
以
下
、
続
篇
）

【
註
】

１
）

そ
の
一
例
と
し
て
、
胡
厚
宣
『
殷
墟
発
掘
』
上
海：

学
習
生
活
出
版
社
、
一
九
五
五
年
が
あ
る
。

２
）

王
汎
森
・
杜
正
勝
編
『
傅
斯
年
文
物
資
料
選
輯
』
台
北：

傅
斯
年
先
生
百
齢
紀
念
籌
備
会
、
一
九
九
五
年
、
王
汎
森
「
読
『
傅
斯
年

案
』
札
記
」『
当
代
』

一
一
六
、
台
北：

合
志
文
化
事
業
公
司
、
一
九
九
五
年
（
後
に
王
汎
森
『
中
国
近
代
思
想
与
学
術
的
系
譜
』
台
北：

聯
経
出
版
事
業
股
份
有
限
公
司
、
二
〇

〇
三
年
に
再
収
録
）、
王
汎
森
「
什

可
以
成
為
歴
史
証
拠
｜

近
代
中
国
新
旧
史
料
観
点
的
衝
突
」『
新
史
学
』
八
｜
二
、
台
北：

新
史
学
雑
誌
社
、
一
九

九
七
年
（
同
前
）、
杜
正
勝
「
無
中
生
有
的
志
業
｜

傅
斯
年
的
史
学
革
命
与
史
語
所
的
創
立
」『
古
今
論
衡
』
一
、
台
北：

中
央
研
究
院
歴
史
語
言
研
究
所
、

一
九
九
八
年
、
杜
正
勝
・
王
汎
森
主
編
『
新
学
術
之
路
』
中
央
研
究
院
歴
史
語
言
研
究
所
、
一
九
九
八
年
、
杜
正
勝
「
新
史
学
与
中
国
考
古
学
的
発
現
」『
中

央
研
究
院
歴
史
語
言
研
究
所
傅
斯
年
漢
学
講
座
一
九
九
七
｜

考
古
、
文
明
与
歴
史
』
中
央
研
究
院
歴
史
語
言
研
究
所
、
一
九
九
九
年
、
お
よ
びW

a
n
g

 
F
a
n
-sen

,
F
u
 
S
su
-n
ien
:
A
 
L
ife in

 
C
h
in
ese H

istory an
d
 
P
olitics

,
C
a
m
b
rid
g
e:
C
a
m
b
rid
g
e U

n
iv
ersity P

ress,
2000

ほ
か
。

３
）

拙
文
「
東
亜
考
古
学
と
近
代
中
国
」『
岩
波
講
座
「
帝
国
」
日
本
の
学
知
』
三
、
東
京：

岩
波
書
店
、
二
〇
〇
六
年
、
拙
文
「
日
本
東
亜
考
古
学
之
形
成
与

中
国
近
現
代
学
術
之
興
起
」『
東
亜
歴
史
上
的
天
下
与
中
国
概
念
』、
台
北：

国
立
台
湾
大
学
出
版
中
心
、
二
〇
〇
七
年
、
お
よ
び
竹
元
規
人
「
近
現
代
中
国

に
お
け
る
考
古
学
の
命
運
｜

歴
史
を
め
ぐ
る
「
伝
統
」
と
「
近
代
」」
高
柳
信
夫
編
『
中
国
に
お
け
る
「
近
代
知
」
の
生
成
』
東
京：

東
方
書
店
、
二
〇
〇

七
年
。

４
）

陳
洪
波
『
中
国
科
学
考
古
学
的
興
起
｜

一
九
二
八
〜
一
九
四
九
年
歴
史
語
言
研
究
所
考
古
史
』
桂
林：

広
西
師
範
大
学
出
版
社
、
二
〇
一
一
年
。
こ
の
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他
、
関
係
者
の
親
族
に
よ
る
評
伝
的
著
作
と
し
て
、
李
光
謨
『
従
清
華
園
到
史
語
所
｜

李
済
治
学
生
涯
瑣
記
』
北
京：

清
華
大
学
出
版
社
、
二
〇
〇
四
年

が
あ
る
。

５
）

陳
星
燦
『
中
国
史
前
考
古
学
史
研
究
』
北
京：

三
聯
書
店
、
一
九
九
七
年
（
北
京：

社
会
科
学
出
版
社
、
二
〇
〇
七
年
再
刊
）、
陳
星
燦
『
二
十
世
紀
中
国

考
古
学
史
研
究
論
叢
』
北
京：

文
物
出
版
社
、
二
〇
〇
九
年
、
お
よ
び
徐
堅
『
暗
流
｜

一
九
四
九
年
之
前
安
陽
之
外
的
中
国
考
古
学
伝
統
』
北
京：

科
学

出
版
社
、
二
〇
一
二
年
。

６
）

李
曉
東
『
中
国
文
物
学
概
論
』
石
家
荘：

河
北
人
民
出
版
社
、
一
九
九
三
年
。

７
）

蔡
鳳
書
『
中
日
考
古
学
的
歴
程
』
済
南：

斉
魯
書
社
、
二
〇
〇
五
年
、
お
よ
び
史
勇
『
中
国
近
代
文
物
事
業
簡
史
』
蘭
州：

甘
粛
人
民
出
版
社
、
二
〇
〇

五
年
。

８
）

F
a
lk
en
h
a
u
sen

,
L
o
th
a
r v

o
n
,
“O
n
 
th
e H

isto
rio
g
ra
p
h
ica
l O

rien
ta
tio
n
 
o
f C

h
in
ese A

rch
a
eo
lo
g
y
”,
A
n
tiqu

ity
,
V
o
l.
67,

N
o
.
257,

G
lo
u
cester,

E
n
g
.:
A
n
tiq
u
ity P

u
b
lica

tio
n
s L

td
.,
1993

（
穴
沢

光
訳
「
中
国
考
古
学
の
文
献
史
学
指
向
」『
古
文
化
談
叢
』
三
五
、
北
九
州：

九
州

古
文
化
研
究
会
、
一
九
九
五
年
）。
同
時
期
の
日
本
で
も
、
岡
村
秀
典
「
区
系
類
型
論
と
マ
ル
ク
ス
主
義
考
古
学
」
考
古
学
研
究
会
編
『
展
望
考
古
学
｜

考

古
学
研
究
会
四
十
周
年
記
念
論
集
』岡
山：

同
研
究
会
、
一
九
九
五
年
、
お
よ
び
大
貫
静
夫「
中
国
に
お
け
る
土
器
型
式
の
研
究
史
」『
考
古
学
雑
誌
』八
二
｜

四
、
東
京：

日
本
考
古
学
会
、
一
九
九
七
年
な
ど
の
関
連
業
績
が
あ
る
。
こ
の
他
、
中
国
考
古
学
史
上
に
お
い
て
、
民
国
期
に
改
め
て
目
を
向
け
、
史
語
所

だ
け
で
は
な
く
北
平
研
究
院
史
学
研
究
会
に
注
目
す
べ
き
だ
と
い
う
問
題
提
起
と
し
て
、
拙
文
「
近
現
代
考
古
学
」『
月
刊
し
に
か
』
十
一
、
東
京：

大
修
館

書
店
、
一
九
九
七
年
が
あ
る
。

９
）

T
rig
g
er,

B
ru
ce G

.,
A
 
H
istory of A

rch
aeological T

h
ou
gh
t,
C
a
m
b
rid
g
e;
N
ew
 
Y
o
rk
:
C
a
m
b
rid
g
e U

n
iv
ersity P

ress,
1989.

10
）

桑
兵
「
東
方
考
古
学
協
会
述
論
」『
歴
史
研
究
』
五
、
北
京：
中
国
社
会
科
学
雑
誌
社
、
二
〇
〇
〇
年
（
桑
兵
『
晩
清
民
国
的
国
学
研
究
』
上
海：

上
海
古

籍
出
版
社
、
二
〇
〇
一
年
に
再
収
録
、
中
西
裕
樹
訳
「
東
方
考
古
学
協
会
に
つ
い
て
」
狭
間
直
樹
編
『
西
洋
近
代
文
明
と
中
華
世
界
』
京
都：

京
都
大
学
学

術
出
版
会
、
二
〇
〇
一
年
所
収
）、
お
よ
び
李
孝
遷
「
西
方
史
学
理
論
的
初
期
引
介
」『
西
方
史
学
在
中
国
的
伝
播

一
八
八
二
〜
一
九
四
九
』
上
海：

華
東

師
範
大
学
出
版
社
、
二
〇
〇
七
年
。

11
）

そ
の
一
例
と
し
て
、
馬
亮
寛
『
傅
斯
年
社
会
政
治
活
動
与
思
想
研
究
』
北
京：
中
国
社
会
科
学
出
版
社
、
二
〇
〇
九
年
が
あ
る
。

12
）

前
掲
註
４
陳
洪
波
『
中
国
科
学
考
古
学
的
興
起
』。
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13
）

小
林
知
生
「
東
亜
考
古
学
会
初
期
の
頃
」
東
方
考
古
学
叢
刊
甲
種
刊
行
会
編
『
東
亜
考
古
学
会
懐
古
』
東
京：

雄
山
閣
、
一
九
八
一
年
（
復
刻
版
『
東
方

考
古
学
叢
刊
甲
種
』
附
録
。
本
文
献
に
つ
い
て
、
坂
詰
秀
一
氏
か
ら
御
教
示
、
寄
贈
を
受
け
た
こ
と
を
、
こ
こ
に
感
謝
申
し
上
げ
る
）。

14
）

坂
詰
秀
一
「
日
本
考
古
学
史
拾
遺
｜

東
亜
考
古
学
会
・
東
方
考
古
学
協
会
と
日
本
古
代
文
化
学
会
」『
立
正
大
学
文
学
部
論
叢
』
九
九
、
東
京：

同
大
学
、

一
九
九
四
年
、
坂
詰
秀
一
『
太
平
洋
戦
争
と
考
古
学
』
東
京：

吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
七
年
、
大
貫
静
夫
「
原
田
淑
人
と
東
洋
考
古
学
」
東
京
大
学
編
『
精

神
の
エ
ク
ス
ペ
デ
ィ
シ
オ
ン
』
東
京：

東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
九
七
年
、
酒
寄
雅
志
編
『
東
亜
考
古
学
会
と
近
代
日
本
の
東
ア
ジ
ア
史
研
究
（
平
成
十
六

年
度
〜
平
成
十
八
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
〔
基
盤
研
究
Ｃ
〕
研
究
成
果
報
告
書
）』
栃
木：

国
学
院
大
学
栃
木
短
期
大
学
日
本
史
第
一
研
究
室
、
二
〇
〇
七

年
、
お
よ
び
森
本
和
男
『
文
化
財
の
社
会
史
｜

近
現
代
史
と
伝
統
文
化
の
変
遷
』
東
京：

彩
流
社
、
二
〇
一
〇
年
（
本
文
献
の
存
在
に
つ
い
て
、
大
貫
静

夫
氏
か
ら
御
教
示
を
受
け
た
こ
と
を
、
こ
こ
に
感
謝
申
し
上
げ
る
）。

15
）

松
丸
道
雄
「
日
本
甲
骨
学
事
始
め
」『
歴
史
と
地
理
』
五
二
六
、
東
京：

山
川
出
版
社
、
一
九
九
九
年
、
お
よ
び
成
家
徹
郎
「
日
本
人
の
甲
骨
研
究
｜

先

駆
者
富
岡
謙
蔵
と
林
泰
輔
」『
古
代
漢
字
の
研
究
』
東
京：

大
東
文
化
大
学
人
文
科
学
研
究
所
、
二
〇
〇
五
年
。

16
）

徐
蘇
斌
『
日
本
対
中
国
城
市
与
建
築
的
研
究
』
北
京：

中
国
水
利
水
電
出
版
社
、
一
九
九
九
年
。

17
）

前
掲
註
４
陳
洪
波
『
中
国
科
学
考
古
学
的
興
起
』。

18
）

拙
文
「
近
代
中
国
と
文
物
事
業
｜

広
州
と
そ
の
周
辺
を
例
と
し
て
」
松
丸
道
雄
編
『
論
集

中
国
古
代
の
文
字
と
文
化
』
東
京：

汲
古
書
院
、
一
九
九

九
年
、
拙
文
「
近
代
中
国
と
ア
カ
デ
ミ
ー
」『
人
文
科
学
年
報
』
三
二
、
川
崎：

専
修
大
学
人
文
科
学
研
究
所
、
二
〇
〇
二
年
ほ
か
。

19
）

前
掲
註
３
拙
文
「
東
亜
考
古
学
と
近
代
中
国
」。

20
）

前
掲
註
３
拙
文
「
日
本
東
亜
考
古
学
之
形
成
与
中
国
近
現
代
学
術
之
興
起
」。

21
）

拙
文
「
近
代
日
本
学
者
与
殷
墟
考
古
」『
紀
念
殷
墟
発
掘
八
十
週
年
学
術
研
討
会
論
文
集
』
台
北：

中
央
研
究
院
歴
史
語
言
研
究
所
、
二
〇
〇
八
年
。

22
）

拙
文
「
傅
斯
年
与
日
本
学
者
｜

在
国
際
学
術
競
争
中
的
考
古
事
業
」
王
志
剛
・
馬
亮
寛
主
編
『「
傅
斯
年
学
術
思
想
的
伝
統
与
現
代
」
研
討
会
論
文
集
』

天
津：

天
津
人
民
出
版
社
、
二
〇
一
一
年
。

23
）

王
汎
森
ほ
か
主
編
『
傅
斯
年
遺
札
』
台
北：

中
央
研
究
院
歴
史
語
言
研
究
所
、
二
〇
一
一
年
。
本
史
料
集
に
は
傅
斯
年
自
身
の
書
簡
原
稿
と
傅
斯
年
宛
て

の
書
簡
が
収
録
さ
れ
て
い
る
が
、
史
語
所

案
中
に
は
そ
れ
ら
と
個
別
に
密
接
な
関
係
を
持
つ
他
の

案
（
機
関
宛
、
他
の
所
員
宛
）
が
数
多
く
含
ま
れ
て

い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
れ
ら
そ
の
も
の
、
お
よ
び
そ
の
点
に
言
及
し
た
注
記
な
ど
は
掲
載
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
書
簡
を
取
り
巻
く
複
雑
な
や
り
取
り
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の
本
当
の
姿
は
、
本
史
料
集
だ
け
か
ら
で
は
見
え
て
こ
な
い
。
本
論
文
の
後
半
に
お
い
て
筆
者
は
、
殷
墟
発
掘
と
日
本
と
の
関
係
を
軸
に
、
膨
大
な

案
群

か
ら
見
出
し
た
史
料
を
用
い
、
複
雑
に
絡
み
合
っ
た
関
係
を
一
つ
一
つ
解
き
ほ
ぐ
し
な
が
ら
、
議
論
を
展
開
す
る
予
定
で
あ
る
。

24
）

前
掲
註
15
松
丸
道
雄
「
日
本
甲
骨
学
事
始
め
」。

25
）

無
記
名
「〔
評
議
員
会
〕
講
演
会
」『
東
洋
時
報
』
一
三
〇
、
東
京：

東
洋
協
会
、
一
九
〇
九
年
七
月
。
白
鳥
の
疑
古
思
想
と
そ
の
影
響
に
つ
い
て
は
、
貝

塚
茂
樹
「
東
洋
学
の
命
運
」『
玄
想
』
二
｜
二
、
丹
波
市：

養
徳
社
、
一
九
四
八
年
（
後
に
貝
塚
茂
樹
『
貝
塚
茂
樹
著
作
集
』
七
、
東
京：

中
央
公
論
社
、
一

九
七
七
年
に
再
収
録
）、
五
井
直
弘
『
近
代
日
本
と
東
洋
史
学
』
東
京：

青
木
書
店
、
一
九
七
六
年
、
お
よ
び
小
路
田
泰
直
『「
邪
馬
台
国
」
と
日
本
人
』
東

京：

平
凡
社
、
二
〇
〇
一
年
を
参
照
。

26
）

和
田
清
『
岩
波
講
座

東
洋
思
潮

支
那
（
上
）』
東
京：

岩
波
書
店
、
一
九
三
六
年
。
和
田
は
白
鳥
の
後
、
東
京
帝
大
文
科
大
学
東
洋
史
講
座
の
教
授
と

な
っ
た
。

27
）

原
田
淑
人
等
（
談
）「
東
亜
考
古
学
の
座
談
会

二
」『
考
古
学
』
六
｜
四
、
東
京：

東
京
考
古
学
会
、
一
九
三
五
年
。
原
田
は
東
京
帝
大
文
学
部
考
古
学

講
座
の
初
代
教
授
で
あ
る
。
原
田
そ
の
人
に
つ
い
て
は
、
前
掲
註
14
大
貫
静
夫
「
原
田
淑
人
と
東
洋
考
古
学
」
を
参
照
。

28
）

駒
井
和
愛
「
殷
虚
文
化
私
考
」『
歴
史
教
育
』
四
、
東
京：

四
海
書
房
、
一
九
三
六
年
（
後
に
駒
井
和
愛
『
中
国
考
古
論
叢
』
東
京：

慶
友
社
、
一
九
七
四

年
に
再
収
録
）。
駒
井
は
東
京
大
学
文
学
部
考
古
学
講
座
の
第
二
代
教
授
で
あ
る
。

29
）

西
嶋
定
生
「
貝
塚
さ
ん
と
そ
の
著
作
集
」
貝
塚
茂
樹
『
貝
塚
茂
樹
著
作
集
』
十
（
月
報
）、
東
京：

中
央
公
論
社
、
一
九
七
八
年
（
本
文
献
の
存
在
に
つ
い

て
、
松
丸
道
雄
氏
か
ら
御
教
示
を
受
け
た
こ
と
を
、
こ
こ
に
感
謝
申
し
上
げ
る
）。
こ
の
中
で
西
嶋
が
回
顧
す
る
貝
塚
の
講
演
会
は
、
無
記
名「
第
十
七
回
東

方
文
化
学
院
講
演
記
事
」（『
史
学
雑
誌
』
五
四
｜
八
、
東
京：

史
学
会
、
一
九
四
三
年
）
の
記
事
に
よ
れ
ば
、
具
体
的
日
付
は
昭
和
十
八
（
一
九
四
三
）
年

五
月
十
九
日
で
、
講
演
題
目
は
「
支
那
古
代
世
界
の
成
立
」
で
あ
っ
た
こ
と
が
判
明
す
る
。

30
）

和
田
清
「
夏
朝
は
果
し
て
実
在
し
た
か
」『
日
本
学
士
院
紀
要
』
東
京：

日
本
学
士
院
、
一
九
五
二
年
。

31
）

ラ
ク
ペ
リ
ー
学
説
に
つ
い
て
は
、
石
川
禎
浩
「
二
十
世
紀
初
頭
の
中
国
に
お
け
る
「
黄
帝
」
熱
｜

排
満
、
肖
像
、
西
方
起
源
説
」『
二
十
世
紀
研
究
』
三
、

京
都：

京
都
大
学
学
術
出
版
会
、
二
〇
〇
二
年
、
楊
思
信
「
拉
克
伯
里
的
「
中
国
文
化
西
来
説
」
及
其
在
近
代
中
国
的
反
響
」『
中
華
文
化
論
壇
』
二
、
成
都

：

四
川
省
社
会
科
学
院
、
二
〇
〇
三
年
、
孫
江「
連
続
と
断
絶
｜

二
十
世
紀
初
期
中
国
の
歴
史
教
科
書
に
お
け
る
黄
帝
叙
述
」『
中
国
研
究
月
報
』六
二
｜
十
、

東
京：

中
国
研
究
所
、
二
〇
〇
八
年
（
後
に
並
木
頼
寿
等
編
『
近
代
中
国
、
教
科
書
と
日
本
』
東
京：

研
文
出
版
、
二
〇
一
〇
年
に
再
収
録
）、
李
帆
「
人
種
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与
文
明
｜

拉
克
伯
里
（T

errien d
e L

a
co
u
p
erie

）
学
説
伝
入
中
国
後
的
若
干
問
題
」『
西
南
民
族
大
学
学
報
（
人
文
社
会
科
学
版
）』
二
、
成
都：

西
南

民
族
大
学
、
二
〇
〇
八
年
、
拙
文
「
苗
族
史
の
近
代
｜

漢
族
西
来
説
と
多
民
族
史
観
」『
北
海
道
大
学
文
学
研
究
科
紀
要
』
一
二
四
、
札
幌：

同
研
究
科
、

二
〇
〇
八
年
、
孫
江
「
黄
帝
は
バ
ビ
ロ
ン
よ
り
来
た
り
｜

ラ
ク
ー
ペ
リ
「
中
国
文
明
西
来
説
」
お
よ
び
東
ア
ジ
ア
へ
の
伝
播

そ
の
一
」『
静
岡
文
化
芸
術

大
学
研
究
紀
要
』
十
一
、
浜
松：

同
大
学
、
二
〇
一
〇
年
を
参
照
。

32
）

前
掲
註
31
拙
文
「
苗
族
史
の
近
代
｜

漢
族
西
来
説
と
多
民
族
史
観
」
の
註
21
を
参
照
。

33
）
「
漢
族
（
中
国
文
明
）
西
来
」
説
に
つ
い
て
言
え
ば
、
実
際
の
と
こ
ろ
、
和
田
清
は
一
九
三
〇
年
段
階
で
す
で
に
そ
れ
を
放
棄
し
て
い
た
と
見
ら
れ
る
。
一

九
三
〇
年
の
草
稿
と
さ
れ
る
和
田
清
「
歴
史
上
よ
り
見
た
る
支
那
民
族
の
発
展
（
昭
和
五
年
九
月
十
五
日
稿
）」（『
東
洋
史
講
座
』
十
三
、
東
京：

雄
山
閣
、

一
九
四
一
年
所
収
）に
、「
支
那
民
族
と
は
果
し
て
何
か
、
と
い
ふ
問
題
は
非
常
に
重
要
な
面
白
い
こ
と
に
は
相
違
あ
り
ま
せ
ん
が
、
同
時
に
非
常
に
厄
介
な

難
問
で
あ
り
ま
す
。
支
那
人
が
埃
及
も
し
く
は
西
南
亜
細
亜
、
バ
ビ
ロ
ニ
ヤ
の
方
面
か
ら
で
も
来
た
ら
う
と
い
ふ
や
う
な
説
は
、
今
日
で
は
殆
ど
問
題
に
な

り
ま
せ
ん
。
今
の
と
こ
ろ
、
支
那
人
は
優
勝
の
新
亜
細
亜
民
族
で
、
大
陸
の
東
北
隅
も
し
く
は
東
南
辺
に
居
り
ま
す
各
種
の
旧
亜
細
亜
人
種
と
は
大
分
違
ふ

ら
し
い
と
い
ふ
位
よ
り
外
、
そ
れ
以
上
、
支
那
民
族
が
果
し
て
如
何
な
る
も
の
で
、
何
時
頃
何
処
か
ら
や
つ
て
来
た
か
と
い
ふ
や
う
な
問
題
は
、
未
だ
能
く

解
つ
て
ゐ
な
い
の
で
あ
り
ま
す
。
今
は
さ
う
い
ふ
難
問
は
略
し
て
、
た
だ
現
在
か
ら
約
三
千
年
位
前
に
、
支
那
人
が
今
の
黄
河
の
中
流
域
に
勃
興
し
た
も
の

と
し
て
、
御
談
を
進
め
ま
す
。
そ
れ
も
先
秦
時
代
の
こ
と
は
余
り
確
な
こ
と
は
申
せ
ま
せ
ん
が
、
大
体
殷
と
か
周
と
か
云
は
れ
た
時
代
に
当
る
頃
に
、
最
初

は
未
だ
黄
河
の
中
流
域
、
恐
ら
く
今
の
長
安
洛
陽
か
ら
鄭
州
に
か
け
た
地
方
に
の
み
少
々
ゐ
た
だ
け
で
、
後
の
所
謂
中
原
地
方
も
大
抵
は
皆
殺
伐
な
戎
狄
蛮

夷
の
割
拠
に
任
せ
、
そ
の
河
添
ひ
の
平
野
に
だ
け
稍
々
文
明
な
農
耕
生
活
を
営
ん
で
ゐ
た
漢
民
族
（
支
那
人
）
が
、
や
が
て
次
第
に
発
展
し
て
、
黄
河
の
下

流
域
に
伸
び
て
南
北
に
拡
が
り
、

水
の
流
域
を
溯
つ
て
山
西
方
面
に
入
り
、

水
流
域
か
ら
南
に
下
つ
て
漢
水
流
域
・
巴
蜀
の
方
面
に
ま
で
伸
展
し
て
行

つ
た
、
と
い
ふ
位
の
こ
と
は
事
実
だ
ら
う
と
思
は
れ
ま
す
」
と
あ
る
こ
と
が
注
目
に
値
す
る
。

実
は
「
疑
古
」
の
張
本
人
で
あ
る
白
鳥
も
ま
た
、
晩
年
に
は
中
国
上
古
史
に
つ
い
て
の
自
説
を
修
正
す
る
必
要
を
感
じ
て
い
た
と
見
ら
れ
る
。
一
九
二
五

年
の
白
鳥
の
退
官
に
際
し
た
最
終
講
義
で
の
発
言
が
、
末
松
保
和
に
よ
っ
て
以
下
の
よ
う
に
記
録
さ
れ
て
い
る
。「
先
生
の
講
義
「
漢
魏
時
代
の
西
域
史
」
の

最
後
の
時
間
が
来
た
。
…
…
時
間
の
は
じ
め
先
生
は
、
前
週
の
続
き
を
少
し
話
さ
れ
て
、
し
め
く
く
り
を
つ
け
ら
れ
て
か
ら
、
別
れ
の
言
葉
を
述
べ
ら
れ
た
。

…
…
私
の
記
憶
に
よ
れ
ば
、
先
生
の
話
に
は
二
つ
の
要
点
が
あ
っ
た
。
そ
の
一
つ
は
「
自
分
（
先
生
）
は
、
一
つ
の
考
え
が
ま
と
ま
れ
ば
、
す
ぐ
に
そ
れ
を

発
表
し
、
そ
れ
と
ち
が
っ
た
考
え
が
浮
べ
ば
、
ま
た
す
ぐ
に
そ
れ
を
発
表
し
て
来
た
、
だ
か
ら
自
分
の
説
を
知
ろ
う
と
す
る
人
は
、
そ
の
問
題
に
つ
い
て
の
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自
分
の
最
近
の
論
文
を
読
ん
で
く
れ
れ
ば
そ
れ
で
よ
い
」
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
先
生
は
そ
う
言
わ
れ
た
あ
と
言
葉
を
つ
い
で
、
…
…
は
じ
め
の
こ
ろ
自

分
は
、
中
国
の
古
伝
説
に
お
け
る
堯
舜
に
つ
い
て
の
考
え
を
の
べ
た
が
、
二
十
年
後
の
今
日
、
大
学
を
去
る
と
き
の
自
分
が
、
同
じ
問
題
に
つ
い
て
、
い
か

に
考
え
て
い
る
か
を
諸
君
に
話
し
て
お
く
こ
と
は
意
味
が
あ
ろ
う
、
と
い
っ
て
堯
舜
論
を
さ
れ
た
。
お
は
ず
か
し
い
こ
と
で
あ
る
が
、
こ
の
と
き
聴
い
た
堯

舜
論
が
、
二
十
年
前
の
堯
舜
論
と
、
い
か
に
変
り
、
い
か
に
発
展
し
た
も
の
で
あ
っ
た
か
、
無
学
の
私
に
は
わ
か
ら
な
か
っ
た
」（
末
松
保
和「
白
鳥
先
生
の

最
終
講
義
の
こ
と
な
ど
」『
白
鳥
庫
吉
全
集
・
月
報
』
三
、
東
京：

岩
波
書
店
、
一
九
七
〇
年
）。

大
正
か
ら
昭
和
初
年
に
か
け
て
の
こ
う
し
た
「
疑
古
」
論
調
変
化
の
背
景
の
一
つ
と
し
て
、
東
洋
学
界
に
お
け
る
「
漢
族
（
中
国
文
明
）
西
来
」
説
の
衰

退
が
あ
っ
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。「
漢
族
（
中
国
文
明
）
西
来
」
説
、
お
よ
び
そ
れ
と
対
に
な
っ
た
「
苗
族
先
住
」
説
の
消
長
に
つ
い
て
は
、
前
掲
註
31
拙

文
「
苗
族
史
の
近
代
」
を
参
照
。

34
）

一
九
〇
八
年
に
京
都
で
初
め
て
殷
墟
甲
骨
の
研
究
に
着
手
し
た
と
さ
れ
る
京
都
帝
大
文
科
大
学
講
師
富
岡
謙
蔵
に
つ
い
て
は
、
神
田
喜
一
郎
「
支
那
学
者

富
岡
桃
華
先
生
」『
敦
煌
学
五
十
年
』
東
京：

二
玄
社
、
一
九
六
〇
年
、
お
よ
び
前
掲
註
15
成
家
徹
郎
「
日
本
人
の
甲
骨
研
究
」
を
参
照
。

35
）

内
藤
虎
次
郎
「
支
那
古
典
学
の
研
究
法
に
就
き
て
」『
東
方
時
論
』
二
｜
二
、
東
京：

東
方
時
論
社
、
一
九
一
七
年
（
筆
者
未
見
、
後
に
内
藤
虎
次
郎
『
内

藤
湖
南
全
集
』
七
、
東
京：

筑
摩
書
房
、
一
九
七
〇
年
に
再
収
録
）。
文
中
で
言
及
さ
れ
る
「
一
層
遡
つ
た
時
代
、
即
ち
殷
墟
以
上
の
古
蹟
」「
銅
器
の
全
く

出
な
い
古
蹟
」
に
つ
い
て
、
内
藤
は
「
殷
虚
に
就
て
」（『
考
古
学
雑
誌
』
十
二
｜
一
、
東
京：

考
古
学
会
、
一
九
二
一
年
〔
後
に
内
藤
虎
次
郎
『
内
藤
湖
南

全
集
』
八
、
東
京：

筑
摩
書
房
、
一
九
六
九
年
に
再
収
録
〕）
と
い
う
別
の
論
文
の
中
で
、
盤
庚
以
前
の
殷
代
の
遺
跡
と
夏
代
の
遺
跡
が
、
そ
れ
ぞ
れ
河
南
帰

徳
府
（
現
商
丘
）
お
よ
び
山
東

県
附
近
に
あ
る
と
推
論
し
て
お
り
、
注
目
さ
れ
る
。

36
）

内
藤
が
「
漢
族
（
中
国
文
明
）
西
来
」
説
に
与
さ
な
か
っ
た
こ
と
は
、
必
ず
し
も
「
疑
古
」
で
な
か
っ
た
こ
と
を
意
味
し
な
い
。
内
藤
が
白
鳥
と
同
じ
く
、

古
典
に
見
え
る
中
国
上
古
史
像
を
後
の
時
期
の
虚
構
で
あ
る
と
疑
っ
て
い
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
内
藤
虎
次
郎
「
尚
書
編
次
考
」『
支
那
学
』
一
｜
七
、
京
都

：

弘
文
堂
書
房
、
一
九
二
一
年
お
よ
び
「
禹
貢
製
作
の
時
代
」『
東
亜
経
済
研
究
』
六
｜
一
、
山
口：

東
亜
経
済
研
究
会
、
一
九
二
二
年
（
と
も
に
前
掲
註
35

内
藤
虎
次
郎
『
内
藤
湖
南
全
集
』
七
に
再
収
録
）、
銭
婉
約
「
辨
章
学
術

考
鏡
源
流
｜

内
藤
湖
南
与
近
代
中
国
学
術
的
関
係
」『
内
藤
湖
南
研
究
』
北
京

：

中
華
書
局
、
二
〇
〇
四
年
を
参
照
。

37
）

前
掲
註
35
内
藤
虎
次
郎
「
支
那
古
典
学
の
研
究
法
に
就
き
て
」。

38
）

同
前
。
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39
）

京
都
帝
大
へ
の
濱
田
の
招
聘
と
考
古
学
研
究
室
の
創
設
に
つ
い
て
は
、
前
掲
註
３
拙
文
「
東
亜
考
古
学
と
近
代
中
国
」
お
よ
び
「
日
本
東
亜
考
古
学
之
形

成
与
中
国
近
現
代
学
術
之
興
起
」
を
参
照
。
濱
田
は
後
に
京
都
帝
大
の
考
古
学
講
座
の
初
代
教
授
と
な
る
。

40
）

濱
田
耕
作
「
内
藤
博
士
の
ピ
ス
ト
ル
」『
新
生
』
一
｜
三
、
不
詳
、
一
九
二
六
年
（
筆
者
未
見
、
後
に
濱
田
耕
作
『
青
陵
随
筆
』
東
京：

座
右
宝
刊
行
会
、

一
九
四
七
年
に
再
収
録
）。
た
だ
し
、
濱
田
が
そ
の
後
も
、
現
実
に
は
「
漢
族
（
中
国
文
明
）
西
来
」
説
を
信
奉
し
、
内
藤
と
は
幾
分
異
な
る
中
国
上
古
史
観

を
持
ち
続
け
て
い
た
点
に
つ
い
て
は
、
本
文
中
で
紹
介
し
た
原
田
ら
と
の
座
談
会
で
の「
仰
韶
時
代
の
彩
色
土
器
は
、
形
も
西
の
方
の
国
の
製
法
で
あ
る
し
、

模
様
も
さ
う
で
あ
る
と
思
ふ
」（
前
掲
註
27
原
田
淑
人
等
（
談
）「
東
亜
考
古
学
の
座
談
会

二
」）
と
い
う
発
言
に
よ
っ
て
明
ら
か
で
あ
る
。

41
）

林
に
つ
い
て
は
、
神
田
喜
一
郎
「
貝
塚
教
授
の
『
甲
骨
文
字
』
図
版
篇
を
手
に
し
て
林
泰
輔
博
士
を
憶
ふ
」
前
掲
註
34
『
敦
煌
学
五
十
年
』
所
収
、
町
田

三
郎
「
林
泰
輔
と
日
本
漢
学
」『
明
治
の
漢
学
者
た
ち
』
東
京：

研
文
出
版
、
一
九
九
八
年
、
お
よ
び
前
掲
註
15
成
家
徹
郎
「
日
本
人
の
甲
骨
研
究
」
を
参
照
。

42
）

白
鳥
に
つ
い
て
は
、
前
掲
註
25
五
井
直
弘
『
近
代
日
本
と
東
洋
史
学
』
を
参
照
。

43
）

林
泰
輔
「
清
国
河
南
省
湯
陰
県
発
見
の
亀
甲
牛
骨
に
就
き
て
」『
史
学
雑
誌
』
二
十
｜
八
〜
十
、
東
京：

史
学
会
、
一
九
〇
九
年
八
〜
十
月
（
後
に
林
泰
輔

『
支
那
上
代
之
研
究
』
東
京：

光
風
館
書
店
、
一
九
二
七
年
に
再
収
録
）。

44
）

林
泰
輔
「
堯
舜
禹
の
抹
殺
論
に
就
て
」『
東
亜
之
光
』
一
｜
一
、
東
京；

学
海
指
針
社
、
一
九
一
一
年
（
同
前
）。

45
）

林
泰
輔
「
殷
墟
の
遺
物
研
究
に
就
て
」『
東
亜
之
光
』
十
四
｜
五
・
七
・
八
、
東
京：

東
亜
協
会
、
一
九
一
九
年
（
同
前
）。

46
）

前
掲
註
15
成
家
徹
郎
「
日
本
人
の
甲
骨
研
究
」。

47
）

諸
橋
轍
次
「
中
国
旅
行
と
中
国
留
学
（
一
）」『
諸
橋
轍
次
著
作
集
』
六
（
月
報
）、
東
京：

大
修
館
書
店
、
一
九
七
六
年
。

48
）

諸
橋
轍
次
「
旅
枕
」『
遊
支
雑
筆
』
東
京：

目
黒
書
店
、
一
九
三
八
年
（
後
に
諸
橋
轍
次
『
諸
橋
轍
次
著
作
集
』
九
、
東
京：

大
修
館
書
店
、
一
九
七
五
年

に
再
収
録
）。

49
）

諸
橋
轍
次
「
漢
学
界
の
回
顧
（
六
）」『
漢
文
教
室
』
十
一
、
東
京：
大
修
館
書
店
、
一
九
五
四
年
（
後
に
諸
橋
轍
次
『
諸
橋
轍
次
著
作
集
』
十
、
大
修
館

書
店
、
一
九
七
七
年
に
再
収
録
）。

50
）

無
記
名
「
年
譜
」
前
掲
註
49
諸
橋
轍
次
『
諸
橋
轍
次
著
作
集
』
十
所
収
。

51
）

前
掲
註
48
諸
橋
轍
次
「
旅
枕
」。

52
）

梅
原
末
治
『
考
古
学
六
十
年
』
東
京：

平
凡
社
、
一
九
七
三
年
。
梅
原
は
京
都
大
学
文
学
部
考
古
学
講
座
の
第
二
代
教
授
で
あ
る
。
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53
）

さ
ら
に
渡
瀬
二
郎
な
る
人
物
が
、「
河
南
彰
徳
府
ニ
テ
」得
た
と
さ
れ
る
四
十
片
余
り
の
殷
墟
甲
骨
を
、
一
九
一
六
年
六
月
に
東
京
帝
大
に
寄
贈
し
て
い
る

こ
と
が
注
目
に
値
す
る（
東
大
文
学
部
考
古
学
研
究
室
現
蔵
、
渡
瀬
の
名
刺
二
枚
と
裏
書
き
現
存
）。
日
本
国
内
に
現
存
す
る
史
料
の
中
に
は
、
元
陸
軍
砲
兵

中
尉
の
渡
瀬
二
郎
が
、
一
九
一
五
年
十
二
月
段
階
で
、
中
華
民
国
に
よ
っ
て
陸
軍
部
済
南
駐
在

事
員
と
し
て
任
用
さ
れ
、
殷
墟
か
ら
遠
か
ら
ざ
る
山
東
省

済
南
市
に
駐
在
し
て
い
た
こ
と
を
示
す
も
の
が
あ
る
（
外
務
省
政
務
局
編
『
支
那
傭
聘
本
邦
人
人
名
表
〔
大
正
四
年
十
二
月
現
在
〕』
同
局
、
一
九
一
五
年
〔
外

務
省
外
交
史
料
館
蔵
、
ア
ジ
ア
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー
（h

ttp
: //w

w
w
.ja
ca
r.g
o
.jp
/

）B
02130228400

〕）。
そ
の
前
年
一
九
一
四
年
十
二
月
段
階
の
史
料
に

は
そ
の
名
を
確
認
で
き
ず
（
外
務
省
政
務
局
編
『
支
那
傭
聘
本
邦
人
人
名
表
〔
大
正
三
年
十
二
月
現
在
〕』
同
局
、
一
九
一
六
年
〔
外
務
省
外
交
史
料
館
蔵
、

ア
ジ
ア
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ーB

02130228500

〕）、
こ
の
渡
瀬
な
る
人
物
の
山
東
着
任
は
一
九
一
五
年
の
こ
と
で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
先
に
本
文
中
で
紹

介
し
た
諸
橋
轍
次
の
記
述
に
見
る
よ
う
に
、
民
国
初
年
当
時
の
殷
墟
周
辺
は
、
兵
乱
の
続
く
軍
閥
争
奪
の
地
で
あ
っ
た
。
こ
の
渡
瀬
が
、
外
国
人「
お
雇
い
」

武
官
と
し
て
当
地
を
訪
れ
、
殷
墟
甲
骨
を
入
手
し
た
と
推
測
す
る
の
は
、
不
可
能
な
こ
と
で
は
な
い
。
な
お
、
本
甲
骨
そ
の
も
の
に
つ
い
て
は
、
松
丸
道
雄

「
日
本
散
見
甲
骨
文
字
蒐
彙
（
一
）」『
甲
骨
学
』
七
、
東
京：

日
本
甲
骨
学
会
、
一
九
五
九
年
に
お
い
て
、
す
で
に
紹
介
が
な
さ
れ
て
い
る
。

54
）

前
掲
註
49
諸
橋
轍
次
「
漢
学
界
の
回
顧
（
六
）」。

55
）

諸
橋
の
回
顧
に
繰
り
返
し
現
れ
る
「
飢
饉
」
は
、
一
九
一
九
年
六
月
以
来
十
五
ヶ
月
間
こ
の
地
に
続
い
た
日
照
り
が
も
た
ら
し
た
不
作
を
反
映
す
る
と
推

測
さ
れ
る
。
一
九
二
一
年
三
月
に
は
、
こ
の
地
の
農
民
の
領
袖
が
貧
民
を
率
い
て
「
殺
富
済
貧
」
を
掲
げ
、
大
規
模
な
蜂
起
を
行
な
っ
た
と
い
う
。
一
方
、

「
排
日
」
に
つ
い
て
は
、
学
生
連
合
会
が
一
九
二
〇
年
一
月
に
日
本
製
品
を
燃
や
す
示
威
運
動
を
行
な
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
（
安
陽
県
志
編
纂
委
員
会

編
「
大
事
記
」「
兵
事
」『
安
陽
県
志
』
北
京：

中
国
青
年
出
版
社
、
一
九
九
〇
年
）。
こ
れ
ら
の
事
実
は
、
諸
橋
の
記
述
と
も
符
合
す
る
。

56
）

細
川
護
立
ほ
か
（
談
）「
座
談
紀
録：

昭
和
十
五
年
十
一
月
二
十
九
日
清
賞
会
第
六
回
例
会
」『
季
刊
永
青
文
庫
』
八
・
九
・
十
、
東
京：

永
青
文
庫
、
一

九
八
三
年
（
後
に
「
漢
の
銅
盤
を
繞
っ
て
」
と
改
題
さ
れ
て
、
細
川
護
熙
編
『
美
に
生
き
た
細
川
護
立
の
眼
』
東
京：

求
龍
堂
、
二
〇
一
〇
年
に
再
収
録
）。

57
）

井
上
哲
次
郎
「〔『
支
那
上
代
之
研
究
』〕
序
」
前
掲
註
43
林
泰
輔
『
支
那
上
代
之
研
究
』
所
収
。

― ―31

北
大
文
学
研
究
科
紀
要


